


内容　フリーマーケット　午前１０時～

　　　十二単の平安時代行列　午後２時～　※雨天中止

その他、平安時代結婚式、人力発電遊園地、縁日コーナーなど 

問合先　武生観光協会　　(２３)２０２０ 

内容

　３日～５日　和紙の大掘り出し市や食と特産品バザー

　３日　　　　正午～　ヨサコイ　（卯立の工芸館横広場）

　３、４日　　午前１０時半～午後４時　ミニ電車（和紙の里通り）

　３日～５日　らくがきコーナー、映画HESOMORIコーナー

問合先 県和紙工業協同組合 (４３)０８７５ 

「ペーパークラフトの世界」を卯立の工芸館にて開催。 

内容　こども広場、ミニ遊園地、アトラクション、ミニ売店ほか　

　　　※ミニ遊園地は５月４日（祝）も午前１０時～午後４時（４日は雨天中止）

遊具券　１回２００円（６枚セットで１,０００円）

問合先　児童福祉課 　(２２)３００６　市社会福祉協議会　 (４２)０３００

内容　【女性】　十二単衣裳　ほか　【男性】　男性用装束　ほか　【子ども】　童女　童子（３歳以上）

応募方法　住所、氏名、年齢、連絡先を下記までご連絡ください。※衣裳と着付けは無料です。

申込・問合先　日本民族衣裳源流会　　(２２)２８８８

式部とふじまつり

と   き　５月３日(祝)　午前１０時～

ところ　紫式部公園

約２００メートルの藤棚と平安時代行列

平安の貴族勢揃い　時代行列　ちびっ子姫様大募集

神と紙のまつり

と   き　５月３日(祝)～５日(祝)　午前９時～午後４時

ところ　パピルス館前大駐車場ほか

越前和紙の魅力と歴史に触れる

ちびっ子フェスティバル

子どもたち集まれ！！

と   き　５月５日(祝)　午前１０時～午後４時　　　ところ　武生中央公園(雨天時は市体育館内)

まちなかにも寄ってみて！
壱の市

とき　５月２日(日)　午前１０時～午後４時　ところ　蔵の辻

宇治市源氏物語ミュージアム連携企画
「人形と絵でつづる源氏物語
ー廣瀬美保子と渡辺玉花の五十四帖ー」　※詳しくは２５ページ

とき　５月２３日(日)まで　午前１０時～午後６時

ところ　武生公会堂記念館

入館料　大人・大学生２００円　高校生以下無料

　　　　障がい者(介護者１人)無料

フリーマーケットや
オープンカフェで楽しもう

岡太神社周辺では５日午後から神輿を担いだ

男たちによる曳きまわしを見ることができます

華やかな平安時代行列が公園内を練り歩きます。



内容　シイタケ駒打ち体験、全国植樹祭パネル展示、

　　　緑化木の無償配布（※午後１時半開催の式典終了

　　　後に配布します。)など

問合先　越前市緑化推進委員会（農林整備課内）　　　

　　　　　 (２２)３００８

内容　３日　万葉大茶会、ポニーの乗馬体験

　４日　午前１１時～　　無料の万葉大鍋（１５００食）

　　　　午前１１時半～　万葉・戦国時代行列、子供たちの「山車パレード」

　３日、４日　ステージイベント、各テント内バザー、 物品販売

　そのほか「味真野茶もみ唄」の発表と民謡ショーなど

問合先　万葉菊花園　　(２７)７８００

便　　　数　１日１４便（北回り７便・南回り７便）

　　　　　　午前９時から３０分おきに交互に出発（１２時半は便なし）

主な停留所　北回り→福武線武生新駅・ＪＲ武生駅…粟田部（花筐公園）

　　　　　　…和紙の里…万葉菊花園…紫式部公園…蔵の辻…武生新駅　←南回り

●ふくいの園芸福祉研究会による寄せ植え講座
（癒しと健康を寄せ植えに）

とき　５月３日（祝）　午前１１時～、午後１時～(２回)

内容　寄せ植え実技指導と、活動紹介・パネル展示

受講料　５００円(材料費)

定員　先着１００人

※当日、万葉菊花園で１０時から整理券を配布します。

　整理券が無い場合でも実費にて参加できます。

あじまの万葉まつり

と   き　５月３、４日(祝)　午前１０時～午後５時

ところ　越前の里味真野苑　周辺

万葉の時代行列と戦国時代行列

と　き　５月３日(祝)　午前１０時～午後４時

ところ　あじまの万葉まつり会場内

●花苗の販売

とき　４月２４日(土)～５月９日(日)※なくなり次第終了

　　　ただし４月２６日、３０日、５月６日は休園

花苗種類　カモミール・カンパニュラなど

料金　１００円～３００円　

越前市と鯖江市で行われるイベントで３つ以上のスタンプを集めて豪華景品をもらおう！

　江市・越前市連携スタンプラリー「ＤＯＮ！ＤＯＮ！押しちゃ王」 

イベント名 イベント開催日 会場 スタンプ設置場所

神と紙のまつり ５月３日～５日 岡太・大瀧神社　和紙の里通り 岡太・大瀧神社　パピルス館

式部とふじまつり ５月３日 紫式部公園 藤波亭

壱の市 ５月２日 蔵の辻 まちなかプラザ

あじまの万葉まつり ５月３日～４日 越前の里味真野苑 万葉菊花園

さばえつつじまつり ５月３日～５日 西山公園（　江市） つつじまつり総合案内

にぎわい横丁 ５月３日～４日 鯖江市中心市街地商店街 市民ホールつつじ

うるしの里まつり ５月３日～４日 うるしの里会館（　江市） うるしの里会館

誠市・ご縁市 ５月９日 本山誠照寺・周辺商店街(　江市) 本山誠照寺

問合先　観光振興課  　(２２)３００７

２０１０　市民緑化フェア

万葉菊花園
ゴールデンウィーク中もイベント盛りだくさん

あじまの万葉まつりの合間に・・

万葉大鍋（左上）、万葉行列（左下）、戦国時代行列（右）



3/203/20

3/213/21

3/233/23

3/253/25

戸谷片屋線
府中大橋が開通しました

「あなたを想う恋のうた」
コンクール入賞作品を発表

市内１２法人と福祉避難所
設置協定を結びました

福井鉄道福武線
新駅「スポーツ公園駅」がオープン

　３月２１日、第１２回万葉の里・短歌募集「あなたを想う恋のうた」の発

表式が文化センターで行われ、最優秀賞と優秀賞、および団体部門の高

校が表彰されました。

　応募総数は１９,３０３通で、団体による応募が約６割、２０歳以下の作品が

８割を占めるなど、若い感性を活かした多彩な作品が多く寄せられました。

　当日は、表彰式の後に、最優秀賞の作品の唄いに合わせ書道を行う『書

道吟』が披露され、想いのつまった短歌が優雅な文字で表現されました。

　３月２０日、市の東西をつなぐ戸谷片屋線の一部「府中大橋」の開通式

が行われ、２１日から一般に向け開通しました。

　府中大橋は長さ約１７８メートルで片側二車線、両側には歩道が設置さ

れています。

　この府中大橋の開通によって、吉野地区方面から国高地区方面へのア

クセスが強化されました。

　３月２３日、市は災害時に在宅の要援護者の避難先を確保するため、市

内で介護施設や障がい者福祉施設を運営する12法人と福祉避難所の設

置協定を結びました。

　これにより、万が一のときでも、災害弱者を保護することができる体

制が確立されました。

　今後も、市では市民の皆さんにとって、安心で安全なまちづくりを進め

ていきます。

　３月２５日、家久町に福井鉄道福武線の新駅「スポーツ公園駅」がオー

プンし、記念式典が行われました。

　式典で、ひかり幼稚園の園児が運転手に花束の贈呈を行った後、電車座

席を越前和紙で装飾した記念の臨時電車が、車掌の格好をした園児らの

合図で出発するなど、１３年ぶりとなる新駅の開業を祝っていました。

　また、同日から武生新駅が「越前武生駅」、西武生駅が「北府駅」に変

更されました。

　２０日に行われた開通式の様子

　学校奨励賞の表彰を受ける武生高校の生徒

　２３日に行われた調印式の様子

　車掌の格好で出発の合図をする園児たち



　

こ
こ
で
は
、
市
内
で
意
欲
的
に
活
動
を
続
け
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
毎
月
シ
リ
ー

ズ
で
、
そ
の
活
動
内
容
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

～第8回たけのっ子劇場公演　｢霧の向こうの不思議な町｣～

シ
リ
ー
ズ

第
１
回

全身で表現する子どもたちの様子

　

『
た
け
の
っ
子
劇
場
』
は
、
健
全
な
青

少
年
の
育
成
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

環
境
や
年
齢
の
違
う
子
ど
も
た
ち
が
、
互
い
に
協
力
し
、
地
域
の
人
た

ち
と
交
流
す
る
中
で
、
ひ
と
つ
の
も
の
を
創
造
し
て
い
く
。
そ
こ
に
は
多

く
の
発
見
と
感
動
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
心
を
育
み
ま
す
。

た
け
の
っ
子
劇
場

舞
台
創
り
を
通
し
て
得
る
発
見
と

感
動
は
子
ど
も
た
ち
の
宝
物

｢第９回たけのっ子劇場｣キャスト募集

～子どもミュージカル　初心者歓迎～

対象　市内およびその周辺地域に在住の小中学生

会費　２,５００円／月

申込方法　住所、参加する児童・生徒の氏名、性別、

　　　　　学年、保護者名、電話番号を記入のうえ、

　　　　　ハガキまたはＦＡＸで申し込んでください。

初顔合わせ(説明会)

　と　き　５月１３日(木)　午後７時～９時

　ところ　文化センター２０２号室

　※保護者の方も一緒にご参加ください。

　稽古日　毎週木曜日　午後７時～９時

問合先　たけのっ子劇場(代表  大谷由紀子)

　　０９０(２８３０)８８０２　ＦＡＸ(２３)５６６９

子どもたち全員に役が与えられます。たった一人欠けるだけで、会話のパスが繋がらなくなって、舞台は台無しになります。
一人ひとりが責任を持ってその役を演じることで、はじめて舞台は成功するのです。

衣装は、全て、出
演する子どもた

ちのお母

さん方による手
づくりです。もち

ろん舞台

の小道具も。

できるだけお金
をかけずに、物

語のイ

メージ通りの小
道具や衣装を考

えるの

は、お母さん方
の楽しみの一つ

になって

います。

本番直前。さすが女の子たちは、

メイクにも余念がありません。

一人ひとりが主役です。

役柄になりきるためにも、メイク

はとても重要なのです。

お母さんたちの出番です。

活動は、演技練習だ
けでは

ありません。

みんなで料理を作った
り、野

外活動をするなど、コ
ミュニ

ケーションを深めるた
めの活

動も取り入れています
。

協調性を育み、人間力
をアッ

プします。

縁の下の力持ちで

活動する事務局の

皆さん。

公演を成功させる

ため、毎週集まっ

て打ち合わせを

し、日夜、奔走して

います。

代表　大谷由紀子さん



　

３
月
１３
日
に
公
開
審
査
会
を
実
施
し
、今
年
度
の
対
象
事
業
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

市
内
各
地
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

市
民
自
治
推
進
課　
　

(

２
２)

３
２
９
３

【
協
働
た
ね
ま
る
提
案
補
助
金（
一
次
募
集
）】

　

市
と
協
働
で
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
課
題
解
決
を
図
っ
た
り
、

満
足
度
の
高
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
し
た
り
す
る
こ
と
の
で
き
る
、

市
民
活
動
団
体
等
の
企
画
事
業
に
対
し
補
助
し
ま
す
。

越
前
お
も
て
な
し
会

事
業
内
容　

ま
ち
な
か
へ
着
物
を
着

て
来
た
お
客
さ
ま
へ
の
お
も
て

な
し
店
を
募
集
し
、
お
も
て
な

し
を
展
開
し
ま
す
。

事
業
費　

１３
万
５
０
０
０
円

決
定
額　

８
万
１
０
０
０
円

越
前
市

壮
年
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会

ど
き
ど
き
ワ
ク
ワ
ク
交
流
事
業

(

若
者
出
会
い
交
流
応
援
事
業
）

た
け
ふ
の
ま
ち
な
か
の
風
情
と
品

格
を
い
か
し
た
町
お
こ
し
の
た
め

の
お
も
て
な
し
事
業

事
業
内
容　

若
者
交
流
の
き
っ
か
け

づ
く
り
と
し
て
、
男
性
向
け
セ

ミ
ナ
ー
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
開

催
し
ま
す
。

事
業
費　

２９
万
２
０
０
０
円

決
定
額　

１５
万
５
０
０
０
円

菊
・
地
球
博
事
業
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　

（
２
年
目
）

青
年
活
動
家
育
成
事
業

事
業
内
容　

地
域
に
根
ざ
し
た
若

者
育
成
を
目
的
と
し
た
、
若
者

達
に
よ
る
手
作
り
イ
ベ
ン
ト
を
行

い
ま
す
。

事
業
費　

６２
万
円

決
定
額　

３０
万
円味

真
野
茶
保
存
会

実
行
委
員
会

「
味
真
野
茶
文
化
」振
興
事
業

事
業
内
容　

お
茶
で
も
て
な
す
文
化

の
継
承
を
目
的
に
、
茶
摘
・
茶
揉

み
体
験
や
「
茶
も
み
唄
コ
ン
ク
ー

ル
」を
開
催
し
ま
す
。

事
業
費　

１
２
０
万
円

決
定
額　

５０
万
円

赤
い
糸（
チ
ャ
レ
ン
ジ
）

越
前
市
の
未
来
を
明
る
く
す
る

婚
活
事
業「
赤
い
糸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

事
業
内
容　

お
料
理
合
コ
ン
な
ど　

の
、体
験
型
の
男
女
の
出
会
い
の　

場
を
提
供
し
ま
す
。

事
業
費　

５３
万
２
０
０
０
円

決
定
額　

１０
万
円

【
地
域
自
治
振
興
事
業
特
別
事
業
】

　

地
区
自
治
振
興
会
が
実
施
す
る
、通
常
交
付
金
で
は
実
施
で
き
な
い
規
模
の

事
業
で
、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
業
に
対
し
交
付
す
る
も
の
で
す
。

　
　

地
域
の
特
性
を
活
か
す
整
備
事
業

　
　

地
域
の
特
性
を
活
か
す
記
念
事
業

　
　

緊
急
事
態
に
対
処
す
る
事
業

事
業
内
容　
「
日
野
川
」
河
川
敷
に

菜
の
花
畑
を
栽
培
し
、イ
ベ
ン
ト

を
実
施
。あ
わ
せ
て
福
鉄
支
援
と

河
川
敷
の
エ
コ
活
動
を
推
進
し

ま
す
。

決
定
額　

２６
万
円

　 

東
地
区（
２
年
目
）

菜
の
花
フ
ェ
ス
タ
in
ひ
が
し

北
新
庄
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持
事
業

（
連
帯
と
支
え
合
い
の
た
め
に
）

事
業
内
容　

困
っ
て
い
る
住
民
と
助

け
ら
れ
る
住
民
の
マ
ッ
チ
ン
グ
調

査
、バ
ス
停
整
備
、共
同
農
園
に

よ
る
新
旧
住
民
の
交
流
づ
く
り

を
行
い
ま
す
。

決
定
額　

５０
万
円

白
山
地
区

コ
ウ
ノ
ト
リ
飛
来
40
周
年
記
念
事
業

越
前
し
ら
や
ま
大
使
設
置
に
よ
る

「
越
前
し
ら
や
ま
」Ｐ
Ｒ
事
業

事
業
内
容　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
し
、
任
命
し
た
県
内
外
の

大
使
に
活
用
し
て
も
ら
う
こ
と
な

ど
に
よ
り
、「
越
前
し
ら
や
ま
」の

フ
ァ
ン
を
増
や
し
ま
す
。

決
定
額　

１
０
０
万
円

坂
口
地
区

事
業
内
容　

生
ゴ
ミ
の
堆
肥
を
活
用

し
た
環
境
型
農
業
に
よ
り
、ユ
ズ
・

ギ
ン
ナ
ン
を
栽
培
。
地
区
の
特
産

と
し
ま
す
。

決
定
額　

７５
万
円

遊
休
農
地
活
用

特
産
品
開
発
事
業



　

市
と
協
働
で
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
課
題
解
決
を
図
っ
た

　

市
と
協
働
で
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
課
題
解
決
を
図
っ
た

り
、
満
足
度
の
高
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
し
た
り
す
る
こ
と
の
で

り
、
満
足
度
の
高
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
し
た
り
す
る
こ
と
の
で

き
る
、
市
民
活
動
団
体
等
の
企
画
事
業
を
募
集
し
ま
す
。

き
る
、
市
民
活
動
団
体
等
の
企
画
事
業
を
募
集
し
ま
す
。

　

市
と
協
働
で
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
課
題
解
決
を
図
っ
た

り
、
満
足
度
の
高
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
し
た
り
す
る
こ
と
の
で

き
る
、
市
民
活
動
団
体
等
の
企
画
事
業
を
募
集
し
ま
す
。

提案できる団体

補助区分
チャレンジ助成

協働事業

補助率 補助対象経費の５分の３（２年目は２分の１）以内

補助対象事業期間 平成２２年度に実施される事業で、８月上旬までに事業が終了しないもの

応募方法等

公開審査会

募集締切
(企画書等提出期限)

問合先 市民自治推進課　　(２２)３２９３

市民及び市内に勤務・通学する人で構成し、市内に事務所がある市民
活動団体などで、５人以上の構成員(会員等)を持つ団体

区分 要件 補助金の限度額

将来、市との協働が期待でき、発足して
３年未満の市民活動団体などが新規
に行う事業

市協働ガイドラインに基づき提案された
事業で、原則１年以上の活動実績のあ
る市民活動団体などが行う事業

平成２２年５月３１日(月)　午後５時半　※必着

平成２２年７月中旬(予定)

　　企画書提出

　　担当課とパートナーテーブル（協働の話し合いの場）を実施

　　　の結果により、補助金申請書等を提出

※「チャレンジ助成」は、  の補助金申請書等の提出のみとなります。

※様式等は市ホームページからダウンロードするか、市民自治推進課

　で入手できます。

10万円

50万円

（
二
次
募
集
）

越前の里の茶畑で茶摘みをし、旧谷口家で茶もみの体験をします。

と　き　　５月２３日（日）　午前８時半～正午　雨天決行

定　員　　３０人

集合場所　万葉菊花園（作業の出来る服装）

申込締切　５月７日（金）

　味真野地区の池泉町、味真野町、五分市町、宮谷町などは、山から運ばれてき

た土砂が積もってできた扇状地です。

　扇状地は、水がすぐ地下に浸み込んでしまい、水田は作れません。

　そこで、人々はこの土地にあった作物を作るためにいろいろ考え、工夫と努力

を重ね、他の土地ではあまり見られない、多くの畑作物が取れるようになりまし

た。その一つが、味真野のお茶です。

　

～連載  第１回～

あなたも体験してみませんか

「味真野茶  茶摘み・茶もみ実技体験講座」

－水田には向かない扇状地　畑作が盛んにー

申込先　万葉菊花園　　（２７）７８００

－製茶業の起こりは江戸中期ころ

　　茶葉の手揉みは昭和１９年ごろまで続くー　味真野通誌より

　味真野の製茶業の起こりは１７７０年ころで、丸岡近在(現在の坂井市辺り)の

豊原で、この技を伝習してきたのが始まりと書いてあります。

　当時、茶葉は手揉みで作られていました。奈良から来る職人に指導を受けて

おり、この方法は昭和１９年ころまで続きます。

　味真野には、従業員５･６人が働く製茶工場がいくつもありました。

　

参加無料参加無料

※茶もみ実技体験講座は、「えちぜん 学･集・楽」教育普及事業です。

ホイロで茶揉み体験をする様子

ホイロ(製茶用乾燥炉)

茶摘かご

旧谷口家の茶畑

味真野では、家の主が来客に
お茶をもてなす習慣があります

て　も



　

平
成
２２
年
度
の
当
初
予
算
が
、
先
の
３
月
定
例
市
議
会
で
可
決
、
成
立
し
ま
し
た
。

　

景
気
後
退
に
よ
る
個
人
所
得
の
減
少
や
企
業
収
益
の
悪
化
な
ど
に
よ
り
、
市
税
収
入
の
減
少

が
さ
ら
に
見
込
ま
れ
る
な
か
、
経
済
・
雇
用
対
策
の
充
実
な
ど
市
民
生
活
の
安
心
安
全
の
確
保

に
重
点
を
置
い
た
積
極
型
の
予
算
編
成
と
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
総
額
は
３
２
１
億
２
９
０
０
万
円
で
、
昨
年
度
と
比
べ
て
８
％
の
伸
び
と
な
り
、

合
併
後
最
大
の
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
22
年
度
当
初
予
算

問
合
先　

財
務
課　
　

(

２
２)

３
２
３
４　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ(

２
２)

３
８
５
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

za
isei@

city
.e
ch
ize
n
.lg
.jp

■
予
算
の
概
要

予算の規模

会計区分 ２２年度当初予算額 対前年度比

一般会計

特別会計

企業会計

計

３２１億２,９００万円

１９９億２,９３１万円

２３億８,９８９万円

５４４億４,８２０万円

８.０％

－２.９％

－７.１％

　３.１％

(千円以下は四捨五入)

■
主
要
事
業

▼
用
語
の
説
明

歳
入

　

市
税
収
入
の
大
幅
な
減
少
に
よ
る
厳
し
い

財
政
状
況
の
中
、
真
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を

守
る
た
め
、
財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
り
入

れ
や
、
地
方
交
付
税
で
全
額
が
補
て
ん
さ
れ

る
臨
時
財
政
対
策
債
の
発
行
な
ど
に
よ
り
歳

入
を
確
保
し
ま
し
た
。

(

法
人
市
民
税　

昨
年
度
比

法
人
市
民
税　

昨
年
度
比
３７３７
．６
％
減

．６
％
減)

・
市
税
収
入　

約

・
市
税
収
入　

約
7.3
億
円
の
減
少

億
円
の
減
少

(

法
人
市
民
税　

昨
年
度
比
３７
．６
％
減)

・
有
利
な
市
債
の
発
行

・
有
利
な
市
債
の
発
行

・
財
政
調
整
基
金
の
大
幅
な
取
り
崩
し

・
財
政
調
整
基
金
の
大
幅
な
取
り
崩
し

・
公
共
事
業
の
確
保

・
公
共
事
業
の
確
保(

約
５５５５
億
円
億
円)

・
経
済
・
雇
用
対
策
の
充
実

・
経
済
・
雇
用
対
策
の
充
実

・
拡
大
す
る
社
会
保
障
関
係
予
算
の
確
保

拡
大
す
る
社
会
保
障
関
係
予
算
の
確
保

・
人
件
費
の
抑
制
な
ど
、経
費
の
削
減

・
人
件
費
の
抑
制
な
ど
、経
費
の
削
減

・
有
利
な
市
債
の
発
行

・
財
政
調
整
基
金
の
大
幅
な
取
り
崩
し

・
市
税
収
入　

約
7.3
億
円
の
減
少

環
境
と
調
和
し
た
産
業
の
育
成

中
小
企
業
融
資
事
業

４
億
１
１
５
万
円

経

　

中
小
企
業
等
振
興
資
金
利
子
補
給
制
度
、

お
よ
び
、
中
小
企
業
緊
急
経
営
安
定
対
策
資

金
信
用
保
証
料
・
利
子
補
給
制
度
を
通
し
て

中
小
零
細
企
業
を
支
援
し
、
企
業
の
競
争
力

強
化
と
雇
用
の
安
定
を
目
指
し
ま
す
。

地
域
商
業
活
性
化
チ
ャ
レ
ン
ジ

支
援
事
業
（
補
助
金
）

５
０
０
万
円

新
　

地
域
資
源
や
地
域
連
携
、
社
会
課
題
対
応

等
を
組
み
合
わ
せ
て
商
店
街
や
地
域
の
活
性
化

に
取
り
組
む
、意
欲
の
あ
る
商
業
者
グ
ル
ー
プ
に

対
し
て
補
助
を
行
い
ま
す
。

補
助
率　

事
業
内
容
に
応
じ
て
、
事
業
費
の
３

分
の
１
、
２
分
の
１
ま
た
は
３
分

の
２
を
補
助
し
ま
す
。

経

新

新
規
事
業

拡

内
容
の
拡
充
・
充
実

経

経
済
・
雇
用
対
策

人

交
流
人
口
の
拡
大
・
定
住
化
の
促
進

企

企
業
立
地
促
進

環夢

夢
を
育
む
教
育
の
推
進

歳
出

・
公
共
事
業
の
確
保(

約
５５
億
円)

・
経
済
・
雇
用
対
策
の
充
実

・
拡
大
す
る
社
会
保
障
関
係
予
算
の
確
保

・
人
件
費
の
抑
制
な
ど
、経
費
の
削
減

　

財
政
の
健
全
化
に
留
意
し
、事
務
事
業
の
積

極
的
な
見
直
し
や
人
件
費
の
抑
制
な
ど
経
費
の

削
減
に
努
め
る
一
方
、５
つ
の
重
点
施
策
に
つ
い

て
、
積
極
的
か
つ
重
点
的
に
予
算
配
分
を
行
い

ま
し
た
。

　

　

普
通
建
設
事
業
費
に
つ
い
て
は
、学
校
耐
震
化

事
業
や
戸
谷
片
屋
線
整
備
事
業
の
ほ
か
、民
間
の

福
祉
施
設
建
設
事
業
費
な
ど
に
対
す
る
補
助
、

さ
ら
に
は
国
の
補
正
予
算
に
対
応
し
た
平
成
２１

年
度
12
月
、３
月
補
正
予
算
の
前
倒
し
計
上
分

を
加
え
る
と
約
５９
億
円
を
確
保
し
、経
済
・
雇
用

対
策
の
推
進
に
努
め
ま
し
た
。

５
つ
の
重
点
施
策

・
交
流
人
口
の
拡
大
と
定
住
化
の
促
進

・
企
業
立
地
の
促
進

・
経
済
・
雇
用
対
策
の
推
進

・
環
境
と
調
和
し
た
産
業
の
育
成

・
夢
を
育
む
教
育
の
推
進



拡

鳥
獣
害
対
策
事
業（
委
託
料
）

７
４
８
５
万
円

　

昨
年
12
月
に
策
定
し
た
市
鳥
獣
被
害
防
止
計

画
に
基
づ
き
、
鳥
獣
被
害
防
止
の
施
策
を
進
め

る
と
と
も
に
、
山
林
か
ら
の
イ
ノ
シ
シ
な
ど
野
生

獣
類
の
出
没
を
低
減
さ
せ
る
た
め
、国
の
緊
急
雇

用
創
出
交
付
金
事
業
を
活
用
し
、農
地
と
山
林

の
間
に
緩
衝
帯
を
設
置
し
、
見
通
し
を
改
善
し

ま
す
。

新

こ
こ
ろ
の
健
康
推
進
事
業１

１
９
万
円

新
　

健
診
会
場
で
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
事
業

の
実
施
や
、
相
談
事
業
の
充
実
、
地
域
で
自
殺

予
防
に
取
り
組
む
人
材
の
育
成
や
市
民
向
け
の

講
座
の
開
催
な
ど
を
行
い
、市
民
の
こ
こ
ろ
の
健

康
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

子
ど
も
手
当
て
支
給
事
業

１
６
億
６
９
５
９
万
円

　

中
学
校
修
了
ま
で
の
児
童
を
対
象
に
、１
人
に
つ

き
月
額
１
万
３
０
０
０
円
を
支
給
し
ま
す
。

新

農
産
物
特
産
化
推
進
事
業

３
７
万
円

　

「
し
き
ぶ
米
」と「
コ
ウ
ノ
ト
リ
呼
び
戻
す
農

法
米
」の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
販
路
拡
大
を
支
援
し

ま
す
。環

境
調
和
型
農
業
推
進
事
業

（
有
機
農
業
全
国
大
会
開
催
補
助
金
）

５
０
万
円

新
　

環
境
調
和
型
農
業
の
推
進
の
一
環
と
し
て
、

来
年
３
月
に
市
で
開
催
さ
れ
る「
全
国
有
機
農

業
の
集
い　

福
井
県
越
前
市
」を
、
本
市
の
自

然
環
境
に
配
慮
し
た
農
業
の
取
組
み
な
ど
を

強
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
積
極
的
に
支
援

し
ま
す
。

夢
あ
る
子
ど
も
育
成
事
業３

５
８
万
円

　

昨
年
度
に
全
て
の
小
学
５
年
生
を
対
象
に

実
施
し
た「
夢
の
教
室
」を
、本
年
度
は
全
て
の
中

学
２
年
生
も
対
象
に
加
え
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
企
業
の
協
力
を
得
て「
ロ
ボ
ッ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
」
や
「
モ
ノ
づ
く
り
出
前
講
座
」
を

実
施
す
る
な

ど
、
夢
あ
る

子
ど
も
の
育

成
事
業
を
さ

ら
に
拡
充
し

ま
す
。

新経

環

環

経
地
域
密
着
型
介
護
施
設
整
備
事
業

９
１
５
７
万
円

　

第
４
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
の
生
活
継
続
を
支
援
す
る
、

地
域
密
着
型
介
護
施
設
な
ど
を
整
備
す
る
事

業
者
を
支
援
し
ま
す
。

新

介
護
・
訓
練
等
給
付
事
業

９
億
７
０
０
０
万
円

　

障
が
い
者
支
援
と
し
て
、ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
、短

期
入
所
、
生
活
介
護
、
就
労
支
援
、
自
立
訓
練
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
の
利
用
に
対
し
て
助
成

を
行
い
ま
す
。

夢

学
校
施
設
耐
震
化
推
進
事
業

１
２
億
５
８
９
０
万
円

　

学
校
施
設
耐
震
化
推
進
計
画
に
基
づ
き
、

引
き
続
き
小
学
校
施
設
の
改
築
や
耐
震
補
強

等
工
事
を
行
い
ま
す
。

改
築
工
事

耐
震
補
強
設
計
等

改
築
設
計

耐
震
補
強
等
工
事

武
生
東
小
学
校（
東
校
舎
）

武
生
南
小
学
校
校
舎

服
間
小
学
校
校
舎

武
生
南
小
学
校（
北
校
舎
な
ど
）

王
子
保
小
学
校（
西
校
舎
な
ど
）

武
生
東
小
学
校（
南
校
舎
）

花
筐
小
学
校
校
舎

南
中
山
小
学
校
屋
内
運
動
場

伝
統
産
業
育
成
支
援
事
業

（
郷
土
工
芸
後
継
者
育
成
委
託
料
）

６
５
４
万
円

　

県
の
郷
土
工
芸
品
に
指
定
を
受
け
て
い
る
、

武
生
桐
た
ん
す
、
唐
木
工
芸
、
越
前
指
物
、
武

生
唐
木
指
物
の
技
術
継
承
の
た
め
、
後
継
者
の

育
成
を
支
援
し
ま
す
。

新

経

健
康
診
査
事
業

９
７
３
３
万
円

　

疾
病
お
よ
び
が
ん
の
早
期
発
見
の
た
め
、

集
団
健
康
診
査
・
が
ん
検
診
、
個
別
健
康
診

査
・
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
す
。住
民
の
利
便
性

を
考
慮
し
、
個
別
が
ん
検
診
に
肺
が
ん
検
診
を

追
加
し
ま
す
。

拡

経

経

昨年販売をはじめた
「コウノトリ呼び戻す農法米」

昨年、市内の全小学５年生を
対象に開催された「夢の教室」
の様子。
本年度は中学２年生も対象に
行う予定です。　　
　　

in



地
震
防
災
マ
ッ
プ
整
備
事
業

５
０
０
万
円

　

地
震
時
に
お
け
る
地
盤
の
揺
れ
や
建
物
被
害

な
ど
の
想
定

を
周
知
す
る

た
め
、
地
震

防
災
マ
ッ
プ

を
作
成
し
ま

す
。

新

地
域
自
治
振
興
事
業１

億
５
４
４
３
万
円

　

特
別
事
業
の
交
付
限
度
額
の
拡
大
等
を
行
い
、

通
常
交
付
金
で
は
実
施
で
き
な
い
大
規
模
事
業
に

取
り
組
め
る
よ
う
に
改
善
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
自
治
・
環
境
・
福
祉
部
門
等
の
専
門
分

野
に
お
け
る
研
修
を
充
実
す
る
な
ど
、
地
域
の
課

題
解
決
に
向
け
て
、テ
ー
マ
毎
に
行
政
と
自
治
振

興
会
と
の
協
働
を
一
層
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

市
民
協
働
推
進
事
業

９
１
７
万
円

　

市
自
治
基
本
条
例
や
、協
働
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
基
づ
き
、市
民
か
ら
の
提
案
事
業
に
対
し
て
補

助
を
行
う
な
ど
、市
民
と
協
働
す
る
ま
ち
づ
く
り

を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

庁
舎
建
設
基
金
積
立
事
業

１
億
５
１
３
３
万
円

　

新
庁
舎
建
設
を
計
画
的
に
進
め
る
た
め
、基

金
を
積
み
立
て
ま
す
。

ま
ち
な
か
住
宅
団
地
整
備
補
助
事
業

２
０
０
万
円

　

中
心
市
街
地
に
住
宅
団
地
を
整
備
す
る
場

合
に
補
助
を
行
い
ま
す
。
人

ま
ち
な
か
住
宅
用
地
購
入
促
進
事
業

５
０
万
円

　

中
心
市
街
地
に
宅
地
を
購
入
し
て
、
住
宅
を
新

築
す
る
人
に
対
し
て
、利
子
補
給
を
行
い
ま
す
。

人

コ
ウ
ノ
ト
リ
「
武
生
」

　

飛
来
40
周
年
記
念
事
業

4
０
万
円

　

今
年
が
白
山
・
坂
口
地
区
に
、コ
ウ
ノ
ト
リ

「
武
生
」が
飛
来
し
て
40
年
目
に
あ
た
る
こ
と
を

記
念
し
て
、

記
念
事
業

を
実
施
し
ま

す
。

新

環

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
事
業

６
７
７
万
円

　

「
市
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
推
進
計
画
」を

改
定
す
る
と
と
も
に
、昨
年
に
引
き
続
き
、家
庭

用
太
陽
光
発
電
設
置
導
入
に
対
す
る
補
助
や

電
気
自
動
車

導
入
の
促
進

を
さ
ら
に
推
進

し
ま
す
。

拡

消
費
者
対
策
事
業

１
４
３
１
万
円

　

昨
年
策
定
し
た「
消
費
生
活
実
現
プ
ラ
ン
」に

基
づ
き
、消
費
者
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
を
は
じ

め
、
地
域
に
お
け
る
啓
発
や
見
守
り
活
動
を
行

う
消
費
者
サ
ポ
ー
タ
ー
の
委
嘱
な
ど
の
取
組
み

を
推
進
し
ま
す
。

環

昨年市役所に導入した電気自動車

昨年行われた
「地域防災対策総合訓練」の様子

　

平
成
22
年
度
の

一
般
会
計
予
算

は
、厳
し
い
財
政
状

況
の
中
で
も
昨
年

度
の
当
初
予
算
と
比
較
し
て
、８
．
０
％
の
増
と

な
る「
積
極
型
の
予
算
」と
し
ま
し
た
。

　

行
財
政
改
革
を
推
進
し
、
健
全
財
政
の
維

持
に
努
め
る
一
方
、経
済
・
雇
用
対
策
の
拡
充

や
学
校
施
設
の
耐
震
化
な
ど
、
市
民
生
活
の

安
全
安
心
に
重
点
を
置
く
と
と
も
に
、
長
期

的
な
視
点
に
立
っ
て
地
球
温
暖
化
対
策
や「
夢

を
育
む
教
育
」の
推
進
に
取
り
組
み
、自
然
と

の
共
生
や
人
と
人
と
の
絆
づ
く
り
を
重
視
し

た
、予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
市
民
の
皆
様
と
の
協
働
に
よ
り
、

「
元
気
な
自
立
都
市　

越
前
」を
創
造
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

市
民
生
活
の

安
全
・
安
心
の
確
保
を
第
一
に

　
　
　
　
　

  

〜
市
長
コ
メ
ン
ト
〜

４月１日に白山地区に飛来した
つがいのコウノトリ



問合先　行財政構造改革推進室

                (２２)３０１６

財政調整基金の年度末残高

経常収支比率

実質公債費比率（単年度）

将来負担比率

実質赤字比率（実質収支比率）

連結実質赤字比率

標準財政規模の５％（１０億円）以上

９０％以下

１６％以下

３００％以下

０％以上

０％以上

達成（２３.７億円）

達成見込み

達成見込み

達成見込み

達成見込み

達成見込み

２５％以下

－

－

３５０％以下

△１２.５％以下

△１７.５％以下

プログラム目標値と成果(平成２１年度)

・４年間の累計削減効果  ４１億円　・財政指標の目標値をすべて達成見込み

　プログラムの実施により、平成２１年度は約３億円の削減効果がありました。プログラム策定当初（平成１８年３月）から

の累計で約４１億円（４ヵ年）の削減効果となります。プログラムの目標値については、財政調整基金の年度末残高のほか、

国よりも厳しい数値設定をしている４つの指標も、全て達成する見込みです。

　市では、行財政構造改革プログラムの第三次改定に基づき、健全な財政運営に努め、市総合計画に掲げる各施策

の着実な推進に取り組んでいます。行財政構造改革の主な取り組みと成果を、お知らせします。

具体的な取り組みの成果具体的な取り組みの成果具体的な取り組みの成果

　歳入では、市税などの滞納整理を積極的に進めたほか、普通財産（土地）の売払い、指定管理者制度の推進や有料広

告の実施などにより、財源の確保に努めました。

　歳出では、公共工事の合理化や公共施設における電気料削減などに取り組みました。

■歳入の確保(主な取り組み)

滞納整理の強化 市税の書面などによる滞納整理額　  約８,８００万円（前年比　約３,０００万円増）

インターネット公売　　　　　　　　約２,３５０万円（前年比　約１,１００万円増）

普通財産（土地）の売払い

民間活力の導入

売払額　約４,９００万円（前年比　約７４０万円増）

指定管理者への委託　１７３指定／２８０施設（前年比　２指定増）

有料広告　約２０３万円（ホームページバナー、広報紙、市民バス（副停留所および車内）、

　　　　　　　　　　　図書館雑誌オーナー、観光パンフ、市税通知用封筒）

■歳出の削減(主な取り組み)

公共工事の合理化 合併入札や工事手法の見直し　約６,５００万円削減

公共施設の電気料金等削減 本庁（デマンド制導入）ほか　  約６１０万円削減(前年比)

■市への申請・届出などの簡素化を推進

　市役所への申請手続が簡単で便利なものとなるよう、市役所が発行する証明書の添付を原則不要としたり、押印の廃止

や様式の見直しなどに取り組んでいます。平成２０年度に８１５件の見直しを行いましたが、平成２１年度はさらに約80件の見

直しを行いました。他にも、施設予約における電子化の推進にも取り組んでいます(関連記事２８ページ)。

■その他の成果

人件費等の削減

幼保一体化の推進

行政財産の適正運営

職員数削減や超過勤務手当などの縮減　約１億８,９００万円

服間幼稚園・保育園（平成２２年４月から幼保一体化）

用途廃止（今立もくせい会館、歯科口腔保健センター）

用途変更（花筐保健センターを児童館として有効活用） 

達
成
達
成
達
成

項　目 目標値（越前市） 成　果 国の基準



　

独
学
で
野
鳥
の
生
態
を
き
わ
め
、

１７
歳
の
と
き
日
本
野
鳥
の
会
福
井

支
部
を
設
立
、そ
の
後
自
然
塾
「
き

び
た
き
自
然
の
会
」や
(財)
日
本
鳥
類

保
護
連
盟
福
井
県
支
部
を
結
成
す

る
な
ど
、今
日
ま
で
の
６０
年
間
、県
の

野
鳥
や
自
然
保
護
運
動
の
指
導
者

と
し
て
尽
力
し
、昭
和
４５
年
に
白
山

地
区
に
飛
来
し
た
コ
ウ
ノ
ト
リ（
コ
ウ

ち
ゃ
ん
）の
捕
獲
や
、
豊
岡
市
へ
の
移

送
に
も
携
わ
る
。　

　

現
在
で
は
、
講
演
や
野
外
指
導
、

学
習
会
や
公
開
講
座
を
開
催
、
自

然
公
園
の
美
化
運
動
に
も
努
め
て
い

る
。

　

昭
和
３４
年
に
宝
生
流
謡
曲
に
入

門
し
、
昭
和
５０
年
に
社
中
「
英
宝

会
」を
発
足
（
平
成
９
年
「
英
雲
会
」

に
改
称
）し
、後
進
の
指
導
、育
成
に

力
を
注
ぐ
。
県
内
で
は
数
少
な
い
シ

テ
方
能
楽
師
と
し
て
県
内
外
で
活

躍
し
、
現
在
は
、
県
能
楽
協
会
会

長
、
県
宝
生
会
会
長
、
武
生
宝
生

会
会
長
で
あ
り
、
市
・
県
の
能
楽
界

の
発
展
に
大
き
く
貢
献
。

　

市
内
の
小
学
校
へ
出
向
き
、子
ど

も
た
ち
に
能
楽
の
体
験
学
習
の
指

導
す
る
な
ど
、能
楽
を
わ
か
り
易
く

伝
え
、伝
統
芸
能
の
継
承
、発
展
に

大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。

　

教
職
に
つ
き
、そ
の
間
、
歴
史
研

究
や
古
文
書
解
読
等
の
豊
富
な
知

識
と
経
験
を
生
か
し
、歴
史
を
通
し

た
心
の
教
育
を
推
進
。
昭
和
５５
年

か
ら
９
年
間
に
わ
た
り
県
史
編
さ

ん
に
携
わ
り
、昭
和
５９
年
か
ら
は
武

生
市
史
編
さ
ん
委
員
会
の
委
員
を

つ
と
め
、武
生
市
史
資
料
編
「
社
寺

の
由
来
」
、
同
資
料
編
「
検
地
帳
・

村
明
細
帳
」の
編
集
刊
行
に
尽
力
。

　

歴
史
解
説
書
「
武
生
盆
地
の
歴

史
（
一
）」を
自
費
出
版
す
る
な
ど
、

市
の
歴
史
文
化
の
振
興
と
発
展
、

社
会
教
育
の
進
展
に
大
き
く
寄
与

し
て
い
る
。

　

岡
太
講
は
、
越
前
和
紙
の
里
で

崇
敬
さ
れ
る
紙
祖
神
岡
太
神
社
・

大
瀧
神
社
の
氏
子
奉
賛
会
で
、
主

に
神
社
の
春
季
・
秋
季
例
祭
の
運

営
及
び
神
社
地
の
管
理
を
行
う
。　

　

特
に
平
成
１４
年
に
県
無
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
春

季
例
祭
は
、
紙
祖
神
川
上
御
前
の

祭
り
で
あ
る
こ
と
か
ら
、五
箇
地
区

を
あ
げ
て
行
わ
れ
て
お
り
、そ
の
祭

礼
は
神
社
に
残
る
古
文
書
を
元

に
、
現
在
は
あ
ま
り
見
る
こ
と
の
で

き
な
い
神
仏
習
合
の
形
式
を
忠
実

に
現
代
に
伝
え
、
本
市
の
歴
史
文

化
の
保
存
に
多
大
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。

 林  武 雄 さん
(粟田部町)

　

市
は
学
術
な
ら
び
に
芸
術
・
文
化
の
分
野
に
お
い
て
、著
し
い
功
績
の
あ
っ
た
個
人(

団
体)

を
、文
化
功
労
者
と
し
て
表
彰
し
て
い
ま
す
。

平
成
２１
年
度
は
、３
個
人
１
団
体
を
選
び
、表
彰
式
を
３
月
２０
日
に
行
い
ま
し
た
。

※

こ
の
表
彰
に
は
、
名
誉
市
民
と
な
ら
れ
た
皆
さ
ん
な
ど
か
ら
の
寄
付
金
を
基
に
設
け
ら
れ
た「
文
化
功
労
者
表
彰
基
金
」が
活
用

　

さ
れ
て
い
ま
す
。　　　　　　　　　　　

■
功
績
の
概
要

■
功
績
の
概
要

■
功
績
の
概
要

■
功
績
の
概
要

川 島  英 治 さん
(芝原一丁目)

眞 柄  甚 松 さん
(御幸町)

紙祖神　岡太神社・大瀧神社　

付属　岡太講

石 川  満 夫 会長　(大滝町)

宇 野  猪 之 助 さん
(粟田部町)

　

粟
田
部
町
に
あ
る
、花
筐
公
園
の
桜

を
管
理
し
て
い
る
住
民
グ
ル
ー
プ「
花

筐
公
園
保
勝
会
」の
前
会
長
、宇
野
猪

之
助
さ
ん
が
、
桜
の
愛
護
活
動
団
体

「
日
本
さ
く
ら
の
会
」(

東
京)

か
ら「
さ
く

ら
功
労
者
」に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

花
筐
公
園
保
勝
会
は
、公
園
の
清
掃

や
折
れ
た
枝
の
始
末
、植
樹
活
動
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

宇
野
さ
ん
は
平
成
１７
年
か
ら
２０
年

ま
で
保
勝
会
の
会
長
を
務
め
、公
園
内

に
あ
る
継
体
天
皇
ゆ
か
り
の
薄
墨
桜
の

保
護
や
植
樹
活
動
な
ど
を
活
発
に
進

め
、
会
長
時
代
の
平
成
１９
年
に
は
、
花

筐
公
園
が
国
登
録
の
記
念
物
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

宇
野
さ
ん
は「
地
元
の
誇
り
の
公
園

な
の
で
、こ
れ
か
ら
も
守
り
続
け
て
ほ
し

い
」と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

問
合
先　

秘
書
広
報
課(

秘
書
室)　
　

(

２
２)

３
４
２
７

はやし  たけ    お

かわ  しま    えい    じ

ま 　から    じん  まつ

し　そ しん      おかもとじんじゃ ・おおたきじんじゃ          

                       ふ ぞく      おかもとこう

 いし   かわ　  みつ　 お

う      の    　  い     の    すけ



皆さんの希望に応じて市職員が市民の皆さんのところに出向き、

市の施策や制度などを説明する「市政出前講座」を実施します。

市政に関する理解と関心を深めるとともに、

まちづくりに関する市民の学習機会の場として、ご活用ください。

　

申
し
込
み
が
で
き
る
人

　

市
内
に
在
住
、
あ
る
い
は
通
勤
・
通
学
す
る
お
お
む
ね

１０
人
以
上
の
人
が
出
席
予
定
の
学
習
会
や
集
会
な
ど
。

●

町
内
会
、
老
人
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
サ
ー
ク
ル
な
ど

が
開
催
す
る
学
習
会
や
会
合
に
。

　

講
座
内
容

　

全
部
で
５７
種
類
の
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
ま
す
。

※
次
ペ
ー
ジ
「
市
政
出
前
講
座
メ
ニ
ュ
ー
」
か
ら
選
ん
で

く
だ
さ
い
。

　

開
催
時
間

　

１
時
間
程
度
（
１
講
座
あ
た
り
）

　

開
催
で
き
る
日
時

　

日
曜
日
・
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
、
午
前
１０
時
か
ら

午
後
９
時
ま
で
の
間

※
水
曜
日
は
午
後
５
時
ま
で

　

会　

場

　

市
内
に
限
り
ま
す
。

※
申
込
団
体
で
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

　

講
師
料(

派
遣
料)

　

無
料
で
す
。

※
た
だ
し
、
材
料
費
な
ど
が
必
要
な
場
合
に
は
、
申
込
者

の
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
他

　

開
催
当
日
の
受
付
や
進
行
、
周
知
な
ど
は
申
込
団
体
が

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

出
前
講
座
は
、
苦
情
や
要
望
を
聞
く
場
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
ま
た
政
治
・
宗
教
活
動
や
、
営
利
目
的
の
催
し
、
公
共

の
秩
序
な
ど
を
乱
す
恐
れ
の
あ
る
場
合
は
実
施
で
き
ま

せ
ん
。

例えば

①申請

講師派遣を希望する日の

２０日前までに、出前講座申込書を

直接持参いただくか、郵送、ファックス、

電子メールのいずれかで、

秘書広報課まで提出してください。

②受付、連絡

秘書広報課が申請内容など

を確認し受付、申し込み

のあった出前講座を

担当する課に

連絡します。

③日程調整・決定

担当課が内容や日程などを

調整し、出前講座（決定・却下）

通知書を申込者に通知します。

※担当課の都合により、実施日時

　を調整させていただく場合が

　ありますので、ご了承ください。※申込書は、市役所受付、今立総合支所、

　公民館、図書館などにあります。

　（市ホームページからもダウン

　  ロードできます。）

④会場の
確保など

会場の確保や

参加者への広報などを

お願いします。

⑤出前講座
の開催

開催当日の

受付や進行などを、

お願いします。

秘書広報課  　(22)3428　FAX(24)3307　電子メールアドレス koutyou@city.echizen.lg.jp申込・問合先

市

市 市

申

申

⑥報告書
の提出

申込者は出前講座の終了後、

出前講座結果報告書を

担当課まで

提出してください。

申

■市政出前講座の流れ
市

申

……市が行うもの

……申請者が行うものスタートスタートスタート



【生涯学習・スポーツ・文化】

【交通と都市整備】

・スポーツができる施設とスポーツ教室の紹介

・誰もが気軽にできるニュースポーツの体験 (約 30 分 )
生涯スポーツのすすめ スポーツ課

・地域の景観資源を守り、育てるために

(住みよい街づくり推進条例、景観計画、景観条例など )
美しく住みよい景観
まちづくりをすすめるために

都市計画課

・中心市街地におけるさまざまな取り組みと成果

・中心市街地における支援制度のあれこれ

・道路や公園の種別、占用、維持管理について

中心市街地の活性化
～住みよく、にぎわいのあるまちを～

道路・公園の現況と
利用について 

都市計画課

維持管理課

・公共交通の利用促進について　

(福井鉄道福武線や市民バスなどを利用しよう)公共交通の利用促進 政策推進課

【生活環境】

・水の循環

・下水道のはたらき、しくみを理解して正しく使おう
水の循環と下水道のはたらき 下水道課

・「日野のめぐみ、安心安全な水、未来まで」を基本理念

　とする水道ビジョンを説明します。

・越前市水道事業の現状と課題、目標と施策の展開
越前市水道ビジョンとは 水道課

・水道の使用開始、中止の手続き

・水道メーターの検針と管理
水道の利用方法について 料金課

・燃やせるごみの雑がみ (お菓子の箱など )のほとんどが、

 古紙回収に出せるってご存知ですか？

・正しいごみの出し方を覚えて、ごみ出し名人になりましょう

雑がみ救出作戦
～ごみの分け方・出し方教室～ 

環境政策課

・地球温暖化をストップさせるちょっとした生活の工夫とは？

・今話題の電気自動車を体験してみませんか

・地球温暖化対策に関する補助のあれこれ

知っとこ！

CO2CO2ダイエット大作戦
環境政策課

・市内の大気や、市内の川の状況について

・簡単な水の汚れの調査方法などについて
守ろう 私たちの水と空気 環境政策課

・球根の植え付けや、種まき、寄せ植え指導

・花を育てる喜び指導

・菊ってどんな花？あれも菊、これも菊

・万葉菊花園の菊作り紹介

花と緑から学ぼう、遊ぼう

※大人向け　※子ども向け
万葉菊花園

・郷土の歴史、郷土の偉人について学ぼう

・指定文化財あれこれ

・遺跡発掘調査の状況について
郷土の歴史に学ぶ 文化課

・どんな活動をしているの？

　(非行防止・相談・環境浄化・犯罪から子どもを守る活動など )
「愛の一声」補導活動
(丹南青少年愛護センター)

生涯学習課

コ ツ コ ツ

【子ども・教育】

・読みきかせの技術について
・読みきかせの実践と手あそびの技術について
・絵本の選び方について

子どもに読み聞かせを
してみませんか

Ⅱ-15

図書館

・学校耐震化推進計画について
　(耐震診断結果と改築・耐震補強計画)学校施設の耐震化 教育総務課

講座番号 講座名 担当課講座の内容



【商工業・観光】

【健康・福祉】

【食と農林業】

講座番号 講座名 担当課講座の内容

・産業活性化プランについて　・市内企業のものづくり
・工業、商業振興支援制度について

事業者の皆さんを支援します 商工政策課

・たけふ菊人形はなぜ始まったか
・今年のテーマは「龍馬と越前」
・越前市の観光地ビデオを見てみよう

たけふ菊人形を楽しもう！ 観光振興課

・がん検診の現状と対策について
・がん検診の方法 ( 乳がんの自己検診方法など )

がん検診を受けましょう 健康増進課

Ⅰ  国民健康保険制度のあれこれ
Ⅱ  長寿医療制度のあれこれ
Ⅲ  国民年金のあれこれ

ご存知ですか？
医療保険や年金制度(Ⅰ～Ⅲ) 保険年金課

・農作物に対する鳥獣被害の防止方法について
・野生鳥獣を近づけない工夫とクマに出会ったときの対処法有害鳥獣対策について 農林整備課

・学校における子どもたちの学習や生活について楽しい学校生活を送るために 学校教育課

・ひとり親家庭のライフプラン　・支援制度あれこれひとり親家庭を応援します

児童福祉課

・障がいのある人の福祉サービスについて
・障害者計画について

障がいのある人が笑顔で
生きがいの持てるまちづくり

社会福祉課

・介護保険制度について　
・介護サービスの種類や利用方法について介護保険制度とは 長寿福祉課

・身近な活動で地域福祉の推進
・参加者みんなで地域福祉を考えよう

こころふれあう福祉のまちづくり 社会福祉課

Ⅰ  母子保健について(制度紹介や擬似体験、予防接種など)
Ⅱ  こころの健康づくりについて
Ⅲ  感染症対策について
Ⅳ  生活習慣病予防(メタボリック対策)について
　  (全般・栄養のお話・運動の実技など)

健康づくりのワンポイント講座

　　　　　　　　　(Ⅰ～Ⅳ)
健康増進課

【子ども・教育】

・越前市の子育て支援　・地域でできる子育て支援とは
・子どもの人権についてはじめよう！地域における子育て支援

児童福祉課

・保育園、幼稚園、地域子育て支援事業について
・幼保合同活動について

もっと知りたい！保育園・幼稚園
児童福祉課

学校教育課

・食と農の創造ビジョンとは？( 環境調和型農業を目指して )
・農業体験、地産地消のススメ

安全なたべものと農業 農政課

・病気の予防と健康管理について　・健康相談
・介護予防 ( 運動・栄養など )についてはじめよう介護予防 長寿福祉課

・認知症の症状と対応について　・認知症の予防について
・認知症の人や家族を支える住宅サービスについて認知症について学びましょう 長寿福祉課

・子どもを取り巻く現状について　・地域でできる支援について子どもを取り巻く現状とは

児童福祉課

・新しく策定した教育振興ビジョンについて、分かりやすく説明します教育振興ビジョンとは 教育総務課



【防災と安全】

【市民自治と男女共同参画】

講座番号 講座名 担当課講座の内容

・災害時の避難方法について　・家庭における地震対策について

・自主防災組織の結成・役割について
自主防災力アップ(対策)講座 防災安全課

・予算、決算の概要について　・各種財政指標の解説

・財政の仕組みについて　　     ・市の財産
越前市の財布 財務課

・「いつでも」「どこでも」「簡単」にインターネットで

  行える行政手続の申請と、公共施設の予約について。
越前市の電子窓口へようこそ

Ⅵ-４

情報統計課

・総合支所の主な業務を説明します。　

  各種届出、諸証明、福祉サービスなどの手続き、

  土木・農林業施設の管理維持改修など
今立総合支所をご利用ください 

・税の種類、税が果たしている役割　・財政と税

・確定申告の作成 (e－タックスの利用方法について）　・市税 Q＆A、納税の方法
私たちのくらしと税

Ⅵ-３

税務課

納税課

・選挙の歴史としくみ　・明るい選挙の推進選挙のあらまし

Ⅵ-８

行政管理課
（選挙管理委員会）

今立総合支所
　地域振興課
　市民福祉課

・防犯対策について　・交通安全対策について自助・共助による防犯・交通安全対策 防災安全課

土砂災害から身を守るために 都市整備課

・建物の耐震性について

・木造住宅耐震診断と耐震改修 (補助制度 )について
あなたの家は大丈夫？
耐震改修のすすめ

建築住宅課

・市民活動の現状、NPOとNPO法人について

・協働たねまる提案についてＮＰＯを知ろう 市民自治推進課

・市政と市議会　・市議会の構成、運営、権限について

・市議会基本条例について
市議会のしくみ

Ⅵ-６

議会事務局

・監査の概要と監査の種類監査ってなんだろう？

Ⅵ-７

監査委員
事務局

・「自治基本条例」「協働ガイドライン」について

・協働の意義、効果、進める手順協働によるまちづくり 市民自治推進課

・市の最上位計画である総合計画について
・総合計画「実践プログラム」の進ちょく状況について
・外部委員による評価について

総合計画について
～「元気な自立都市 越前」を目指して～

Ⅵ-１ 政策推進課

・普通救命講習…ＡＥＤの操作など( 約３時間。修了証を交付 )

・防火講習会…防火講話、消火器の操作方法、

　　　　　　   住宅用火災警報器の設置などについて

応急手当と住宅防火
南越消防組合

　中消防署

　東消防署

・地域自治振興事業について　

  事業の概要、自治振興会、地域自治振興事業交付金などについて
地域のことは地域で 市民自治推進課

・市の様々な情報を知る方法について

・ホームページを見てみよう！

市ホームページの
上手な活用方法

秘書広報課

・男女共同参画推進条例と男女共同参画プランについて

・男女平等オンブッドによる講演
男女が平等なまちをめざして 市民自治推進課

・土砂災害防止法に基づく警戒区域指定について

・急傾斜地・砂防事業などの目的と効果について

・外国人の状況、多文化共生とは

・市民国際交流員によるブラジル、中国の慣習や文化の紹介
多文化共生ってなに？ 市民自治推進課

・行財政構造改革プログラムの内容と成果について行財政構造改革って？Ⅵ-２ 行財政構造改革
推進室

Ⅵ-５

Ⅵ-９

・悪質商法の手口を知って、対策をとろう
・自己破産をしないために、多重債務に陥らないために
・知って得する安全な食品の基礎知識

消費者講座
～かしこい消費者になるために～

市民課

・市のお知らせ情報の提供の方法について

・市に対するご意見の受付方法について
広報・広聴ってなに？ 秘書広報課

・情報公開制度のあらまし　・会議等の傍聴について情報公開について 行政管理課Ⅵ-10



教　室　名 曜　日 時　　間 会　　　　場 対　　象 人数 回数開  講  日

【　一　　般　　講　　座　】

【　子　ど　も　限　定　講　座　】

■スポーツ教室(初心者対象)

申込期限　５月１０日(月)

申込先(申込用紙の設置場所)

　スポーツ課、市体育館、市武道館、今立総合支所地域振興課

その他　各教室とも、定員になりしだい、締め切りま

す。(中止の場合以外、一度納めた保険料などは返

却できません)

受講料　中学生以下　  ５０円×教室回数

　　　　高校生以上　１００円×教室回数

※キッズテニス・ジュニアテニス教室は、別途負担金が必要。

問合先　スポーツ課　　(２２)７４６３

申込方法

　申込用紙に必要事項を記入し、受講料ならびに保険料(中学生以下

６００円、高校生以上１,６００円、６５歳以上８００円)を添え、直接申し

込んでください。(電話、メール、ファックスでの申し込みは不可)

1,000円

2,000円

1,000円(中学生以下)
2,000円(高校生以上)

エスキーテニス 金 20:00～21:30 武生第一中学校 18歳以上 10人 ５月２１日 10回

ショートテニス 金 20:00～21:30 南越中学校体育館 18歳以上 10人 ５月２１日 20回

ソフトバレーボール 土 19:30～21:30 市体育館 小学生以上 30人 ５月２２日 20回

マレットゴルフ 月・木  9:00～11:00 武生東運動公園 全年代 30人 ５月１７日 10回

ゲートボール 火 13:30～15:30 日野川ゲートボール場 全年代 20人 ５月１８日 10回

弓道(昼) 火・金 10:00～12:00 市弓道場 中学生以上 20人 ５月１８日 20回

弓道(夜間) 火・金 19:00～21:00 市弓道場 中学生以上 20人 ５月１８日 20回

フェンシング 火・土 20:00～21:15 市体育館 小学生以上 10人 ５月１８日 20回

空手道 水・金 19:00～20:30 市武道館 ４歳以上 20人 ５月１９日 20回

柔道 水・土 19:00～21:00 市武道館 ５歳以上 15人 ５月１９日 20回

親子少林寺拳法 火 18:00～19:00 市武道館 ５歳以上 10人 ５月１８日 10回

リズム体操 土 20:00～21:00 南越中学校体育館 中学生以上 10人 ５月２２日 11回

19:00～20:30 全年代 30人 ５月１８日ウォーキング 火 20回

少年サッカー

少女サッカー

ジュニア卓球

ジュニア剣道

ちびっ子レスリング

キッズテニス

ジュニアテニス

土

土

水

木

土

火

火・土

13:30～15:30

10:00～12:00

19:00～21:00

16:30～17:30

19:00～20:30

17:45～18:30

18:30～19:30

武生中央公園
(多目的グラウンド)

武生東運動公園

市体育館

市武道館

市武道館

市体育館

武生中央公園庭球場

小学１～３年生

幼年～小学６年生

小学２～６年生

３歳～８歳

幼年～小学２年生

小学２年生以下

小学３～６年生

20人

20人

30人

25人

10人

15人

20人

５月２２日

５月２２日

５月１９日

５月２０日

５月２２日

５月１８日

５月１８日

10回

10回

20回

20回

20回

８回

８回

土 18:30～20:00 今立ふれあいプラザ 小学生以上 10人 ５月２２日 20回合気道

火 19:00～20:30 全年代 30人 ５月１８日 20回ジョギング

合気道 19:00～20:30 市武道館 高校生以上 10人 ５月１８日 20回火

19:30～21:00 高瀬トレーニングセンター 中学生以上 10人 ５月２０日ウェイトリフティング 10回木

太極拳 19:30～21:00 今立ふれあいプラザ 全年代 20人 ５月１９日 10回水

   500円(中学生以下)
1,000円(高校生以上)

   500円(中学生以下)
1,000円(高校生以上)

1,000円(中学生以下)
2,000円(高校生以上)

1,000円(中学生以下)
2,000円(高校生以上)

1,000円(中学生以下)
2,000円(高校生以上)

2,000円

1,000円(中学生以下)
2,000円(高校生以上)

1,000円(中学生以下)
2,000円(高校生以上)

1,000円(中学生以下)
2,000円(高校生以上)

   500円(中学生以下)
1,000円(高校生以上)

   550円(中学生以下)
1,100円(高校生以上)

1,000円(中学生以下)
2,000円(高校生以上)

1,000円(中学生以下)
2,000円(高校生以上)

   500円(中学生以下)
1,000円(高校生以上)

   500円(中学生以下)
1,000円(高校生以上)

   500円(中学生以下)
1,000円(高校生以上)

   500円(中学生以下)
1,000円(高校生以上)

太極拳 20:00～21:30 青年センター 全年代 20人 ５月２６日 10回水

水中ウォーキング 13:30～15:00 家久温水プール 全年代 30人 ５月１５日 10回土

500円

500円

1,000円

1,000円

1,000円

受講料   　400円
負担金　2,000円

受講料   　400円
負担金　4,000円

受  講  料

武生中央公園
(多目的グラウンド)

武生中央公園
(多目的グラウンド)

居合道 水 19:00～21:00 市武道館 中学生以上 10人 ５月１９日 10回    500円(中学生以下)
1,000円(高校生以上)



と　き　５月１日（土） 午後２時～５時

ところ　福祉健康センター

内　容

　第１部　「台所からの世直し」

　講師　若島礼子氏

　　　（日本有機農業研究会会員）

　第２部

　 「流域にくらす人と生き物の

　 いのちの循環を支える完全な水」

　講師　奥村充司氏

　　 　（福井工業高等専門学校准教授）

参加費　５００円

　地元の生産者が丹精こめて作った季

節の安心・安全な農産物や、加工品、

花などを、生産者との会話を楽しみな

がらお買い物ください。

出展内容　地場農産物、加工品、フ

リーマーケット

※各種団体のアピールの場としても活

用下さい。

開催日時　１２月１８日（土）まで

　　　　　毎週土曜日

　 ４～ ９月　午前７時半～

　１０～１２月　午前８時～

ところ　武生総社大神宮前

＝出店者募集中＝

　あなたが丹精こめて作った安心で安

全な農産物を、まちの人におすそ分け

下さい。

出店料　１回ごと３００円

申　込　紙の文化博物館
問合先　　(４２)００１６
　　　　FAX（４２）３２６０
　　　　　http://www.echizenwashi.jp/

問合先　市民活動交流室NPOえちぜん
　　　　　(２２)６４１１
　 　　　　npotakefu@hi.ttn.ne.jp

申　込　(社)体育協会(青年センター内)
問合先　　･FAX(２３)６２２２

市民活動交流室からのお知らせ

初心者太極挙教室

大人のための卓球教室

　市民活動交流室では、市内の市民活

動団体の皆さんが、チラシや資料を作

成するための備品などを提供していま

す。気軽に、利用してください。

利用できる備品

　書類ロッカー、メールボックス

　初回だけ登録が必要です。

　登録は無料ですが、運営管理を委

託しているNPOえちぜんの会費が必

要です。（年間３,０００円）

　詳しくは、問い合わせて下さい。

　パソコン、印刷機、コピー兼用プリン

ター、ファックス兼用電話機

　自由に利用できます。

　紙などの消耗品や通話料金は、実

　費負担です。

　電話予約のうえ、市民活動交流室へ。

と　き　５月１２日(水)～３月

　　　毎週水曜日　午後１時～３時

ところ　市体育館（高瀬二丁目）

内　容　硬式・ラージボール卓球

定　員　３０人

会　費　１,０００円／月

保険料　１,６００円(スポーツ保険)

申込締切　４月３０日(金)

と　き　５月１２日(水)～７月１４日(水)

　毎週水曜日　午後８時～９時半

ところ　青年センター（高瀬二丁目）

内　容　２４式太極拳

定　員　１０人

会　費　３,０００円(全１０回分)

保険料　１,６００円(スポーツ保険)

申込締切　４月３０日(金)

申　込　(社)体育協会(青年センター内)
問合先　　･FAX(２３)６２２２

　大賞２０万円のほか、部門賞各１０万

円など多数の賞をご用意しました。

　申し込みされた人には、素材として

越前和紙を送ります。

　ご家族、グループ、個人で「越前和

紙」を生かした作品を作ってみてくだ

さい。多数の応募お待ちしています。

応募締切　５月３０日(日)

作品提出期限　７月５日(月)

応募料　　一作品につき２,０００円

※サイズ規定、応募方法、審査など詳

　細は、問い合わせください。

越前和紙
七夕吹き流しコンテスト開催

あなたも作ってみませんか？

行　先　常神半島の山脈縦走

　　　 　（若狭町・美浜町）

※小川漁港～山脈縦走～常神漁港

と　き　５月１６日（日）

　午前６時に市体育館前を出発

定　員　先着４０人（小学生以上）

参加料　４,５００円

　　　 （中学生以下３,５００円）

ガイド　武生山岳会が案内します。

春の市民ハイキング

申　込　(社)体育協会(青年センター内)
問合先　　･FAX(２３)６２２２

　近江八幡サイクリングロードを完走

する約３０kmのコースです。

と　き　５月４日（祝）　雨天決行

　午前７時に市体育館前集合

※自転車はトラックで輸送します。

対　象　小学生高学年以上

※小学生は保護者同伴

定　員　先着８０人（小学生以上）

参加料　４,８００円

　　　　（小学生２,５００円）

春の市民サイクリング

申　込　(社)体育協会(青年センター内)
問合先　　･FAX(２３)６２２２

ＮＰＯ法人土といのちの会

武生おそんじゃパサージュ開催中

問合先　NPO法人  土といのちの会
　　　　　・FAX(２１)２１１８

第３回有機農業セミナー
　～いのちと健康を守るために～

問合先　エコビレッジ交流センター
　　　　　(２８)１１２３

わかしまれい こ

おくむらみつ し

申　込　グループ赤い糸（代表  石山）
問合先　　０９０(８２６９)９８３３

出会いを求めて
お料理合コンに参加してみませんか

　毎月、男性と女性が一緒に料理や

ボーリングなどをして楽しむイベント

を開催します。

と　き　５月１６日(日)  午前１０時半～

ところ　家久農村婦人の家

内　容　男性と女性が一緒に、先生

　の指導のもと料理を作ります。

参加費　３,０００円(材料費含む)

▲
▲

▲
▲
▲

▲
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申込・問合先　消費者センター
　　　　　  　　(２２)３７７３

制度の内容

２０歳以上の学生は、手続きをすると、保険料の納付が一時猶予されます。

　手続きが承認された期間で１０年以内の期間は、さかのぼって保険料を納

めること(追納)ができます。

　追納した期間は、保険料を全額納付した場合と同じ扱いになります。

受付期間　平成２１年４月～平成２２年３月分は４月３０日まで受付

　　　　　平成２２年４月～平成２３年３月分は４月１日から受付開始

申請に必要なもの

　学生証(写し)または在学証明書※証明日が平成２２年４月１日以降のもの

　認印（本人が署名できる場合は不要）

小・中学生の学用品費や
給食費などを援助します

問合先　学校教育課
　　　　　(２２)７４５２

申　込　利再来館  　 (２８)１３９０　
問合先 　（月曜日･祝日の翌日は休館日)

再生品を提供します

ところ　坂の口展示場(勾当原町)

申込期間　５月１日(土)～２０日(木)

※希望価格を投票してください。

当選発表　５月２２日(土)

※当選者には電話で連絡します。

引取期間　５月２３日(日)～２７日(木)

※配達はしません。

※展示品は南越清掃組合のホームペ

ージでもご覧になれます。

　国において、次世代の社会を担う子どもの育ちを支援するため、中学校修了

前までの児童を対象に、子ども手当支給制度が創設されました。

　所得による制限はありません。なお、現在の児童手当は廃止されます。

支給対象　中学校修了前までの児童(平成７年４月２日以降生まれ)

支給額　　月額１３,０００円／人（２２年度）

受給方法

　新しく申請が必要な人(５月に申請書を郵送します。)

　　　平成２２年４月１日において中学校２、３年生の子どもをもつ人

　　　平成２１年度において、所得制限により児童手当を受給していない人

　申請が不要な人

　　現在、児童手当を受給されている人で、平成２２年４月１日において

　　中学校１年生以下の子どもをもつ人

　※公務員は、勤務先で手続きしてください。

問合先　児童福祉課　　(２２)３００６

「子ども手当」について

対象者（いずれかに該当のこと）

　市民税が非課税の世帯

　市民税が均等割額のみ課税の世帯

　児童扶養手当または児童育成手当

の受給者世帯

　解雇などにより失業し、急に家庭経

済に変化があった世帯

※ただし、年間所得が　または　と同

等である場合のみ

申請方法　「就学援助費受給申請書」

を通っている学校で取り寄せ、必要

事項を記載のうえ、学校に提出して

ください。

※初めて申請する場合は、民生児童委

員の証明が必要です。

添付書類　世帯全員の住民票、所得

証明書、児童扶養手当証書（写）また

は児童育成手当証書（写）または失

業保険支給通知（写）

※　の理由による場合は、６月中旬以

降に発行の「平成２２年度所得証明

書」を添付してください。

対象者　私立幼稚園に通う園児のい

る世帯で、市民税所得割額が１８万

３千円以下の世帯

申請方法　６月頃に、各幼稚園から申

請書が配付されます。詳しくは、各

幼稚園に問い合わせてください。

私立幼稚園の入園料・保育料の
一部を減免します

問合先　学校教育課
　　　　　(２２)７４５２

平成２２年４月から

　　　　　　平成２３年３月まで

国民年金保険料の学生納付特例制度をご利用ください

申込・問合先　保険年金課　　　(２２)３００２

　　　　　　　今立総合支所　　(４３)７８１２

対　象　ひとり親家庭の人

と　き　５月１４日（金） 午後１時～３時

ところ　福祉健康センター　

その他　県就業支援相談員が対応

　し、秘密は厳守されます。

　上記以外でも随時受け付けます。

就業相談(要予約)を実施します

申　込　家庭児童相談室
問合先　　 (２２)３６２８

国民年金保険料が改定されます

問合先　武生年金事務所

　☎（２３）１１２４

《ゆずります》

　夜具入れ（２段ぶろ）

　セミダブルベット

　座布団（６枚組）

　マウンテンバイク(子供用)

　花木の鉢(つばき･さつき等)

《ゆずってください》

　会議用座卓

　チャイルドシート（幼児用）

　電動式ベッド

　電動アシスト自転車

　電気コタツ

　オーブントースター

　レコード盤

　ベビーカー(Ｂ型)
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　県知的障害者スポーツ大会

　（フレンピック大会）

と　き　５月１６日(日)   午前１０時開会

参加資格　１３歳以上の知的障がい者

　県身体障害者スポーツ大会

と　き　５月２３日(日)   午前１０時開会

参加資格　１３歳以上で身体障がい者

　手帳を持っている人

ところ　福井運動公園陸上競技場(福

　井市）ほか

種　目　陸上、卓球、水泳、フライング

　ディスクほか

　住宅手当の支給要件が緩和されます。

＜変更点＞

離職要件

　平成１９年１０月１日以降に離職した人

月収入要件

　単身世帯　　　１０８,６００円未満

　２人世帯　　　１７２,０００円未満

　３人以上世帯　２０４,０００円未満

支給期間　就職活動を誠実に実施す

　る場合は、最大９カ月

＊その他の要件は、問い合わせてくだ

　さい。（詳しくは１０月号５頁に掲載）

問合先　社会福祉課
　　　　　(２２)３００４

離職者の就職活動を応援します
～住宅手当の支給要件緩和～

問合先　職員課
　　　　　(２２)３７０４

　７月２９日任期満了の越前市議会議

員一般選挙の立候補予定者説明会を

開催します。

と　き　５月１８日（火） 午後１時半～

ところ　生涯学習センター(府中一丁目)

※越前市議会議員一般選挙は、７月に

行われる参議院議員通常選挙と同

じ日に行います。

市議会議員一般選挙の
立候補予定者説明会開催

問合先　選挙管理委員会　
　　　　　(２２)３０１３

　本市で働くことの魅力ややりがいを

感じていただくため、採用試験説明会

を開催します。

　市の仕事に興味のある人なら、どな

たでも参加できます。

と　き　５月２１日（金）　

　午後１時半～４時(受付１時～)

ところ　福祉健康センター

内　容　市の紹介、試験内容、若手職

員とのフリートーク(職員が、これまで

の職務経験や仕事のやりがいなどを語

り、皆さんからの質問にお答えします。)

※事前申し込みは不要です。直接会場

　へお越しください。ただし、受付時間

　を過ぎての参加はお断りします。

市職員採用試験説明会開催

　補聴器や車いすなどの補装具につい

て、県総合福祉相談所職員、社会福祉

課職員が相談に応じます。義肢・装具

については、事前にご予約ください。

と　き　５月１２日（水）

　　　　受付　午後１時～２時

ところ　福祉健康センター

持参物　身体障害者手帳(お持ちの方)

　　　　印鑑（スタンプ印以外）

補装具の巡回無料相談実施

問合先　社会福祉課
　　　　　(２２)３００４

　同じ障がいのある人やその家族、介

護する人などが集うサロンと、障害者

福祉相談員による相談会(ピアカウン

セリング)を開催しています。

　日常生活での不安、悩み、心配事な

どあれば、気軽に利用して下さい。

開催日時 

障がい者サロン

　毎月第２木曜日(祝日の場合は前日)

　午前９時４５分～１１時半 

ピアカウンセリング

　相談者の希望する日時

※ただし、平日の午前１０時～午後４時 

ところ　(旧)歯科口腔保健センター

利用方法　すべて予約制になってい

　ますので、事前に申込して下さい。

障がい者サロンと
ピアカウンセリングのご案内

申　込　NPO法人エンジェル･キッズ
問合先　　・FAX(２３)７７３５

障害者スポーツ大会のお知らせ

問合先　社会福祉課
　　　　　(２２)３００４
　　　　FAX（２２)９１８５

　町用水の水路に橋を架けたり、鉄板

を敷いて使用される人は、使用許可が

必要です。

　許可書を受け取っていない人は、申

請してください。

　なお、申請受付は、随時しています。

対　象　市が管理する堀川町、錦町、

万代町、桂町、本多二丁目、南二丁目、

姫川二丁目、松森町、北府一・二丁目

地係の町用水に架けた橋など

料　金　１,８００円/ｍ(年間)　

※ただし、住居への乗り入れのため整

　備したものに限り、２m分は免除し

　ます。

町用水に橋や鉄板を架ける場合
申請が必要です

問合先　農林整備課
　　　　　(２２)３００８

　市独自の環境認証システム「ＥＳえちぜん」

に、新たに５事業所が認定されました。

　市では、今後も「ＥＳえちぜん」により、

環境に配慮した事業活動に取り組む事業

所を募っていきます。

　ご理解ご協力をお願いします。

「ＥＳえちぜん」認証事業所
新たに５社認定

信越アステック(株)　(株)斧平作商店

(株)石本鉄工業　　  (株)森谷組

(有)五箇製紙所 
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対象　身体障害者手帳及び療育手帳

　の交付を受けている人

・第１種（本人、介護者が運転する場合）

・第２種（本人が運転する場合）

※１種、２種は手帳に記載があります。

割引料金額　通常料金の半額

必要なもの　身体障害者手帳または

　療育手帳、自動車車検証（登録でき

　る車は１台、車種制限があります、

　障がい者名義あるいは生計同一者

　名義）、免許証（本人が運転する場

　合）、ＥＴＣカード（原則本人名義）、

　ＥＴＣ車載器セットアップ申込書・

　証明書

割引期間　２年

（初回申請時は２回目の誕生日まで）

※２年経過後は更新が必要

申　込　社会福祉課
問合先　　(２２)３００４

有料道路における
障がい者割引制度について



　全国植樹祭ポスト大会の開催を記念し、森づくりの日に

自然体験ツアーを開催します。

と　き　６月６日(日)　※６月第一日曜は「森づくりの日」

　　　　午前８時４５分～午後４時頃（受付８時１５分～）

ところ　中央公園前集合

行き先

　自然を知り伝えるツアー(定員８０人、参加費５００円)

　金華山グリーンランド(植樹・現地見学・環境学習)

　元気な森をつくるツアー(定員８０人、参加費５００円)

　八ツ杉森林学習センター(植樹・バウムクーヘン作り)

　緑と花のふるさとをつくるツアー(定員４０人、参加費１,０００円)

　和紙の里会館(紙漉体験)→万葉菊花園(フラワーアレンジ)

※ツアーは、みどりと自然の村で行われる全国植樹祭ポ

　スト大会記念式典に参加後、各コースに分かれます。

申込方法　希望するツアー名、住所、氏名、年齢、電話

　番号を、はがき、FAXまたはメールでお知らせください。

※電話による申し込みは、受け付けません。

申込締切　５月１４日(金)(応募者多数の場合は抽選)

※詳しくは、市ホームページでご確認ください。

問合先　農林整備課　☎(２２)３００８
申込・問合先　農林整備課　　 (２２)３００８
  〒９１５－８５３０(住所不要)　FAX（２１)９１３８
　　nourinsebi@city.echizen.lg.jp

　水稲(苗)の被害防止のため、散弾銃を用いたカラスの捕

獲を行います。

　関係地区の皆さんは、実施当日の午前６時から７時ま

で、外出はしないで下さい。

カラスの捕獲(駆除)を行います

＜日程＞

地区 町名 実施日

地区全域

余田・片屋
本保・氷坂

地区全域

春日野・大塩・白崎
森久・上小松・国兼

上広瀬・下広瀬・池ノ上

赤坂・国中・中津山

轟井・南坂下

南中･赤谷・藤木・波垣

大虫

吉野

北日野

王子保

神山

南中山

岡本

服間

５月１０日(月)、１８日(火)

５月１３日(木)、２１日(金)

５月１１日(火)、１９日(水)

５月１４日(金)、２４日(月)

５月１７日(月)、２５日(火)

５月８日(土)、２３日(日)

５月２２日(土)、３０日(日)

５月９日(日)、２９日(土)

地区全域 ５月１２日(水)、２０日(木)白山

全国植樹祭ポスト大会開催記念  自然体験ツアー開催

　耐震診断、補強プランを作成するにあたり、支援を受け

たい人を募集します。

申込内容

　｢耐震診断(一般診断法)｣および｢補強プラン｣を、併せて

申し込んでください。ただし、過去に耐震診断を行ってい

る場合は、「補強プラン」のみでも申し込みできます。

申込資格

　昭和５６年５月３１日以前に着工された、在来工法または

枠組壁工法(ツーバイフォー工法)による一戸建て木造住宅

を、市内に自ら居住するため所有し、市税を滞納していな

い人

募集件数　計６０口

※申し込み多数の場合は抽選

※申し込み用紙は、建築住宅課にあります。市ホームペー

ジからもダウンロードできます。

費　用　耐震診断・補強プラン、併せて６,０００円

申込締切　５月１４日(金)
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０
０
０
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申込・問合先　建築住宅課　　 (２２)３０７４

木造住宅の耐震診断・補強プラン作成を支援します

　木造住宅の耐震改修に係る工事等の費用の一部を補助

します。

対象者　市木造住宅耐震診断等促進事業に基づく耐震

診断を行い、かつ補強プランの作成を終えている人

対象住宅　診断結果が、積雪を考慮した場合の診断評点

が１.０未満のもので、過去にこの事業の耐震改修補助

を受けていないもの。

対象工事　診断評点を、１.０以上にする改修工事。

※ただし、積雪を考慮しない場合に１.０以上となっている

場合は､積雪を考慮した場合の診断評点を１.０以上にす

る改修工事。　

申込資格　一戸建て木造住宅を市内に自ら居住するため

に所有し、市税を滞納していない人

※対象となる耐震改修工事は、平成２３年２月２８日までに

完了して下さい。

募集件数　１０件　※申し込み多数の場合は抽選

※申し込み用紙は建築住宅課にあります。市ホームページ

からもダウンロードできます。

費　用　耐震改修工事に要する費用の３分の２以内

※ただし、６０万円を限度とします。

申込締切　５月１４日(金)

木造住宅の耐震改修に係る費用の一部を補助します

申込・問合先　建築住宅課　　 (２２)３０７４
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４～５月の越前市関連の番組案内

丹南HOT情報チャンネル(デジタル091ch・アナログ５ch)

　越前市情報ナビ(２週間放送)

 ４月１３日～４月２６日  「乗ってまもろうみんなの公共交通」

 ４月２７日～５月１０日  「スポーツ施設 ルネッス越前花がたみの郷誕生」

７：３０～、１２：３０～、１９：３０～
※土・日曜日は一時間遅れ

※番組は予告なく変更する場合がありますのでご了承ください。詳しくはケーブルテレビガイド誌をご覧ください。

地域ふれあいチャンネル(デジタル091ch・アナログ２ch)

　丹南歴史探訪 (毎週土曜日  午前１０時３０分更新)

４月１７日～２３日　たけふむかしむかし

　　　　　　　　 　越前市武生地区に伝わる民話を紹介

　辻・裏々 (毎週土曜日  午前１０時１５分更新)

４月２４日～３０日　越前市常久町編

補助対象者　市内中小事業者の小売業者５者以上で構成する団体、グループ

補助対象事業

　　基本型　市地域資源を活用して消費拡大および商業活性化を図る事業

　　連携型　基本型に地域団体、農業生産者、製造業者など商業者以外と連携することにより効果を上げる事業

　　社会課題対応型

　　　　　　基本型・連携型に社会課題（地域の高齢化、少子化、安全安心、環境など）に対する取り組みを付加する事業

補助対象経費(補助事業を適切に実施するために必要な経費で、次に掲げるものとします。)

　　講師、研究員など外部専門家の謝金、旅費

　　商品開発費

　　会議費、会場借料（家賃は除く）、報告書など作成費、資料作成費、通信運搬費、集計分析費、広告宣伝費、

　　消耗品費、機器借上料、借損料、雑役務費（アルバイト）などの事業経費

　　委託費（事業そのものの委託は除く）

補助率　　　基本型：１／３　　　連携型　１／２　　　社会課題対応型　２／３

事業期間　平成２２年４月１日から平成２３年３月３１日

補助金申請　「元気な商業者グループ支援事業補助金交付申請書」を５月２１日(金)までに提出してください。

　※申請書様式は市ホームページからダウンロードできます。

補助金の交付決定

　外部専門家を含めた審査会において、書類審査と申請者からの事業説明により交付の決定を行います。

　審査会日程については別途お知らせします。

　市内商業者が地域資源、地域団体連携、社会課題などをキーワードとして、市内小売商業活性化をけん引する

先進的・意欲的な取り組みを応援します。

申込・問合先　商工政策課　　(２２)３０４７

「元気な商業者グループ支援事業補助金」の募集について

　新しい事業分野を開拓しようとするベンチャー企業

や経営革新を目指す市内中小企業者等が開発した新商

品の中で、必要なものは市が自ら購入し、受注企業の信

用力を高めることで販路開拓を支援します。

　ただし、認定自体が新商品を担保するものではあり

ません。

対象商品　販売開始から５年以内の商品

認定期間　認定の日から起算して３年間

審　査　　庁内審査委員による審査があります。

申込締切　４月３０日(金)

　市内に住所を有する中小企業などが、新事業創出に係

る研究開発事業、販売促進事業、特許などの知的財産権

取得事業を行った場合、その経費の一部を補助します。

補助金の額　補助対象経費の１／２以内

※ただし、研究開発３００万円、販売促進１００万円、

　特許・実用新案１０万円、意匠・商標5万円が上限。

審　査　専門家による審査があり、認定された場合、

　支援の対象となります。

申込締切　４月３０日(金)

※チャレンジ支援・発注とも事前にご連絡願います。

新事業チャレンジ支援補助事業 新商品チャレンジ発注事業

申込・問合先　商工政策課　　(２２)３０４７

み
ん
な
の
情
報
板

健
康

催
し
・
講
座

募
集

お
知
ら
せ



申　込　水道課
問合先　　 (２２)７９１８
　　　　ＦＡＸ（２５)４６６６
　　　　〒９１５-８５３０(住所不要)　
　　　　　suidou@city.echizen.lg.jp

申　込　環境政策課
問合先　　(２２)５３４２

 本市における水道料金等について必

要な事項を協議するため、水道料金協

議会の委員を募集します。

応募資格　市内に住む２０歳以上の人

で、水道事業に関心のある人

※既に複数の公募委員になっている人

は応募できません。

募集人数　若干名

任　期　委員の委嘱を受けた日から

諮問事項を市長へ答申する日まで

応募方法　指定の様式に「水道事業に

関する意見や考え方」を８００字程度

にまとめ、住所、氏名、年齢、性別、

職業、電話番号を記入し、直接持参

するか郵送、またはファックス、電子

メールで申し込んでください。

※詳しくは、市ホームページをご覧にな

るか、問い合わせてください。

応募締切　５月１０日(月)

※郵送の場合、当日消印有効

選考方法　選考会で決定後、本人に結

果を通知します。

その他　会議は、５～６回程度開催

水道料金協議会委員募集

雑誌と新聞は、分けて出してくださ

い。(再生品が変わるため)

ビニールやセロハンは外してくださ

い。(ティッシュの箱や紙袋の持ち

手など)

※リサイクルできない紙もあるの

　で注意してください。

種類 出し方 出すときの注意

新聞

ダンボール

雑誌・雑がみ

雑がみとは…

ティッシュやお菓子
の箱、パンフレット、
ハガキ、メモ用紙、
包装紙、トイレット
ペーパーの芯など

＜古紙の分け方出し方＞

燃やすなんてもったいない！古紙類は資源回収へ！！

　みなさんの身近にある紙類が、リサイクル可能であること、ご存知でしたか？

限りある貴重な資源を有効活用するために、資源回収にご協力お願いします。

紙ひもでしっかりしばって

出してください。
折込チラシなどは、雑誌として出し

てください。

たたんで紙ひもで十字にし

ばって出すか、ダンボール

箱にまとめて入れて出して

ください。

粘着テープ類は、できるだけはがし

てください。(金具はついたままで

もかまいません。)

紙ひもでしっかりしばって

出してください。

しばりにくい小さな紙は、雑

誌の間に挟むか、紙袋や封

筒に入れて出してください。

汚れた紙は出せません。

断面が波形になっている

のがダンボールです。

(例)
　感熱紙(ファックス・レシートなど)、
カーボン紙、ビニールコートされた
紙、アルミ箔の付いた紙、圧着ハガ
キ、汚れた紙など

(これらは燃えるごみに出してください。)

平成２２年度 粗大ごみを持ち込める祝日早見表

月日 祝日 持ち込みの　可：○  ×：不可

５月４日

５月５日

７月１９日

５月３日

９月２０日

９月２３日

４月２９日 昭和の日

憲法記念日

みどりの日

こどもの日

海の日

敬老の日

秋分の日

○

×

×

○

○

○

×

受入施設　第２清掃センター(匂当原町)
　　　　　　(２８)１３７０
受付時間　午前８時半～午後４時半

問合先　環境政策課　　(２２)５３４２

１０月１１日

１１月３日

１１月２３日

１２月２３日

３月２１日

○

×

○

○

○

体育の日

文化の日

勤労感謝の日

天皇誕生日

元　旦

成人の日

春分の日

２月１１日

１月１０日

１月１日

建国記念の日

○

○

○

※ごみは、基準に従い分別してください。

　普段捨てている生ゴミ。その生ゴミ

からできた堆肥で花や野菜を育てるこ

とができます。

　「生ゴミで花咲かせ隊」は楽しみな

がら、手軽に堆肥にするよりよい方法

をみんなで考えていく会です。

　堆肥化が初めての方大歓迎、みんな

でいっしょに、生ゴミですてきな花を

咲かせましょう！

期　間　５月中旬～３月まで

内　容　ダンボール・土のう袋を使っ

て、家庭で堆肥化に取り組み、約２

カ月に１度の情報交換会で、疑問点

や問題点についてみんなで話し合い

ます。

募集人数　３０人程度

参加費　年間５００円(材料費等)

締　切　５月７日（金）

「生ゴミで花咲かせ隊」参加者募集
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八ッ杉森林学習センター
　(４２)３８００

フレンドパークたけふ
　(２４)０４４４

今立図書館　　(43)0229
中央図書館　　(22)0354図書館からのお知らせ

　名作映画会　　と　き　４月２４日(土)　午後２時～

　　　　　　　　作　品 　「カサノバ」　１９７６年　１４８分

　　　　　　　　　　　　フェデリコ＝フェリーニ監督　伊作品

　「手作り絵本制作」ワークショップ(要申込)

　武生東高校の美術部員が、手作り絵本の作り方を教えます。

　と　き　４月２９日(祝)、５月２日（日） ※両日とも午前１０時～、午後２時～の２回開催

　対　象　小学生以上

　定　員　各２０人　

　参加料　無料

　特集コーナー

　《一般・地域》　さくら特集、睡眠－心地よい眠り－、あたまの体操、

　　　　　　　　ときめきの春－新生活のおすすめ－、

　　　　　　　　ふるさとのゆかりの作家・作品、古地図で巡る越前市街

　《児童》　　　　つくってあそぼう、卒園・入学特集、

　　　　　　　　絵本展｢絵本屋さん２０１０｣ 武生高校の美術部員が作った絵本の展示

　《マンスリーコーナー》　上手な人づきあいの“コツ”

ふるさとギャラリー分館「石石」
　(２３)２７００

式部ふれあい館(国高一丁目）
　(２３)００４７

ギャラリー叔羅
　(２３)５８１１

し く ら

休館日　毎週月曜日と祝日の翌日
　　　　(祝日は開館)　入館無料

より便利にご利用いただくため、４月から開館時間と休館日が変わりました

※両館とも、上記のほか年末年始などで休館する日もあります。

中央図書館

今立図書館

簡単マイカップ作り
　～絵付けも出来ます～

と　き　５月１８日(火)

　　　　午後１時～３時

材料代　５００円

定　員　１５人

持ち物　エプロン

締　切　５月７日(金)　午後５時

※申込多数の場合は抽選

母の日のフラワーギフト教室
～プリザーブドフラワーを使って母の
日のプレゼントを作ってみましょう ～

と　き　４月２８日(水)　午後７時～

受講料　３００円

材料費　２,３００円

持ち物　はさみ、ペンチ

定　員　１０人

第六回 心鏡窯焼物教室展　

　４月２１日(水)～２９日(祝)

第３３回 あおい会展(絵画)

　４月２１日(水)～２５日(日)

Timeless Melody

　～油画とフレスコ画の２人展～

　５月２日(日)～９日(日)

鳥刻展“バードカービングの世界”

　５月１１日(火)～１６日(日)

第１６回 武生日本画会展

　５月１２日(水)～１６日(日)

タ イ ム レ ス     メ ロ デ ィ

宇治市源氏物語ミュージアム連携企画

源氏物語の世界
　(宇治市から胡蝶が舞い降ります)

　５月９日(日)まで

親子で楽しむコンサート
　「カリメロミュージックプール」

　５月５日(祝)　午後２時開演

第２回  久保貞治郎コレクション
　　　  世界の児童画展

　５月１２日(水)～２０日(木)

ら  く

卯立の工芸館２階展示室を
ぜひ、ご利用ください。

越前和紙の里  卯立の工芸館

～和紙をテーマにした作品などの
　　展示会を計画されている人へ～

問合先　卯立の工芸館(山田)
　　　　 　(４３)７８００　

開館時間 休館日

毎週月曜日

毎月第一木曜日(整理休館日)

※祝日の場合は開館

火・土・日曜日　午前９時半～午後６時

水・木・金曜日　午前９時半～午後７時

※祝日の場合は午前９時半～午後６時

金曜日以外　午前９時半～午後６時

金曜日 午前９時半～午後７時

毎週月曜日(祝日の場合は翌日も休館)

祝日

毎月第四木曜日(整理休館日)

エコビレッジ交流センター
　(２８)１１２３

坂口エコミュージアムウォーク

シジュウカラを見つけよう

　里山の森に住む鳥シジュウカラを観

察します。

と　き　４月２４日(土)

　　　　午前９時半～午後０時半

ところ　エコビレッジ交流センター

参加費　１００円(保険料)

電子メールアドレス

　ecovilg@tk.ttn.ne.jp

天体教室～春の星雲をみよう～

と　き　４月２４日(土)

　　　　午後８時～９時　

参加料　無料　※雨天曇天中止

新緑祭(定員５０人)

と　き　４月２５日(日)

　　　　午前１０時～午後３時

内　容　森のお掃除大作戦、桜染め、

　　　　山菜･木の芽バイキング、

　　　　きのこの駒打ち体験

参加料　大人１,５００円

　　　　小･中学生１,０００円

　　　　(体験料、昼食代込み)

※今立ふれあいプラザから送迎バスあり

　午前９時半発車(要予約)

山野草･押し花教室(定員１５人)

と　き　５月９日(日)

内　容　若葉の森を散策し、初夏の

　　　　花々を鑑賞、押し花額の制作

参加料　１,８００円

　　　　(講習費、食事代込み)

※別に教材費が必要です。

み
ん
な
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報
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対象者　市に１年以上在住し、県発

行の「特定疾患医療受給者証」の交

付を受けてから、６か月以上通院

または入院している人(軽快者除く)

申請に必要なもの

　 「特定疾患医療受給者証」

　印鑑(認印可)

　本人名義の金融機関通帳
　(ゆうちょ銀行は、新振込口座のみ)

※昨年申請した人には、一年を経過する
前に、市から申請書類を送付します。

接種場所

　市内の予防接種実施医療機関

※前日までに予約してください。

持ち物

　予防接種予診票(３月末に郵送済み)

　母子健康手帳

費　用　無料

対象者

　麻しん風しん混合ワクチン

ＭＲ２期

　来年、小学校入学予定の子ども

　(Ｈ１６.４.２～Ｈ１７.４.１生まれ)

ＭＲ３期

　中学１年生相当年齢

　(Ｈ９.４.２～Ｈ１０.４.１生まれ)

ＭＲ４期

　高校３年生相当年齢

　(Ｈ４.４.２～Ｈ５.４.１生まれ)

　二種(ジフテリア・破傷風)混合ワクチン

　小学６年生相当年齢

　(Ｈ１０.４.２～Ｈ１１.４.１生まれ)

申込・問合先　生涯学習課　　(２２)３９７７

問合先　健康増進課
　　　　　 (２４)２２２１

武生公会堂記念館
　(２１)３９００

宇治市源氏物語ミュージアム連携企画

人形と絵でつづる源氏物語

　－廣瀬美保子と渡辺玉花の五十四帖－

　宇治市源氏物語ミュージアムとの初

の連携企画として、同館が所蔵する廣瀬

美保子氏の桐塑人形と、武生公会堂記

念館が所蔵する渡辺玉花氏の源氏絵、

それぞれ５４点を展示します。

　現代女流作家２人の異分野芸術のコ

ラボレーションにより、長大な『源氏物

語』の豊かな美の世界を紹介します。

開催期間　４月２４日(土)～５月２３日(日)

観覧料　大人・大学生２００円

　　　　(団体割引あり)　

　　　　高校生以下・障害者と

　　　　その介護者(１人まで)無料

休館日　４月２６日(月)、３０日(金)、

　　　　５月６日(木)、１０日(月)、１７日(月)

とう  そ

万葉菊花園
　(２７)７８００

休館日　毎週月曜日と祝日の翌日
　　　　(祝日は開館)　入館無料

春の山野草展示会

と　き　４月２３日(金)～２５日(日)

　　　　午前９時～午後４時半

内　容　春を感じさせる山野草を展

示、植栽展示、栽培についてのアド

バイスなど

第27回エビネ銘花展示会開催

と　き　５月３日(祝)～５日(祝)

　　　　午前９時～午後４時半

内　容　満開のエビネ展示、栽培アド

バイスなど

キャッチ・ザ・万葉作品展

と　き　５月９日(日)まで

内　容　味真野地区の風景などの写

真展

いちばん介護デイサービスセンター作品展

と　き　５月１１日(火)～６月１３日(日)

内　容　手芸・書道・絵などの作品展

問合先　生涯学習センター　　(２２)３００５　ＦＡＸ(２２)９０１６

ふるさと語り部講座

講座名・内容 日時 講師・その他

府中の空を笑う女の首が飛ぶ
４月２４日(土)
午後１時半～３時

福井大学教授 三好 修一郎氏４月２２日(木)

旧跡探訪(大宝寺周辺) ５月８日(土)
午後１時半～３時

武生の語り部の会会員
４月２８日(水)

集合場所　大宝寺

おもしろ歴史回廊
歴史を知る楽しさとこわさ

５月１５日(土)
午前10時～11時半

５月１１日(火)
県立こども歴史文化館館長
笠松 雅弘氏

教養講座 ５月１８日(火)
午後１時半～３時 ５月１１日(火)万葉集を楽しむ(続)

元皇學館大学教授 粕谷 興紀氏
かす  や　おき のり

いするぎ　じゅん の すけえちぜん自然塾 ５月１２日(水)
午後１時半～３時 ４月２８日(水)

薬草教室
薬剤師 石動 準之助氏

家庭菜園講座(初級コース) ４月２３日(金)
午後１時半～３時 ４月２１日(水)越冬野菜の管理と春まき野菜の作り方

家庭菜園講座(上級コース) ４月２７日(火)
午後１時半～３時

受講料　５００円(全５回分)
４月２１日(水)野菜が育ちやすい環境づくり

元県園芸試験場長 山口 務氏

パソコン講座 ５月１２日(水)～
　 １４日(金)、１７日(月)
午前９時～１１時半 受講料　２,０００円(全４回)

４月２７日(火)ワードの基礎４日間
パソコンインストラクター
松下 恵子氏

定員１３人(申込多数の場合は抽選)

生涯学習センター講座だより

申込締切

青年センター自主サークル受講生募集

サークル名 日時 内容

着付け教室
第１･２木曜日
午後７時～９時

着付けの作法を基本から指導します４月３０日(金)

やさしいパンづくり
第１･３月曜日
午後６時半～９時半

初めてパンづくりをする人を募集
パンづくりの基本を習得します

４月３０日(金)

申込締切

　８０歳以上で、２０本以上歯が残って
いる人を表彰します。
　対象者は、県歯科医師会会員の歯
科医院で健診を受けてください。健診
料は無料です。
　表彰の対象者には、市より後日通知
します。表彰は、６月の予定です。
　

「えちぜん歯の健康フェスタ２０１０」
「８０２０表彰」募集

予防接種を受けましょう

問合先　健康増進課
　　　　　 (２４)２２２１

特定疾患特別見舞金を支給します

問合先　健康増進課
　　　　　 (２４)２２２１

※各サークルは、会費が必要です。

▲
▲

ゆうす・くらす
５月１９日(水)
午後７時半～８時半

５月１４日(金)
(２０～３０代社会人対象)

フットセラピー
JFTA認定トレーナー
藤山邦代氏定員２０人(申込多数の場合は抽選)

お詫びと訂正
　先月号(３月)の広報７頁｢自主学習グ
ループ受講生募集｣の記事に誤りがありま
したので、訂正してお詫び申し上げます。

宗家藤間流舞踏教室の活動日

正しくは、第１･３火曜日
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福祉健康センター

はつらつ教室

こころの相談室(電話や面接での相談)
　　　　　　　　　　　　　　　(42)3939

育児相談(１歳未満の乳児)
　　　　　　　離乳食教室(10：00～11：00)

５/１０(月)

２カ月児セミナー

１歳６カ月児健康診査

３歳児健康診査

のびのびはったつ教室(幼児発達相談)

いきいき運動広場(運動できる部屋を開放）

３歳児親子歯っぴー教室
（３歳児健康診査受診児とその保護者）

※健診時に配布したフッ素塗布無料券、歯ブラシ持参

9：30～11：00５/１０(月)

４/２８(水)、５/１９(水)

４/１９(月)、５/１７(月) 9：30～11：00

10：00～16：00

9：30～10：30

13：00～14：00

４/１９(月)、５/１７(月) 13：10～13：30

４/２２(木)、５/１３(木)、２０(木)

9：30～11：30

項　　目 と　き ところ・問合先

社会福祉センター
(今立)　

問合先　長寿福祉課
　　　　　(22)3784

問合先　健康増進課　
　　　　　(24)2221

問合先　健康増進課　
　　　　　(24)2221

４/１９(月)、２６(月)
５/１０(月)、１７(月)

健
康

9：00～11：00４/２８(水)

9：30～
10：30～

チャレンジ教室(生活習慣病予防の運動)

両親学級(親になる方とその家族)

４/２１(水)、５/１２(水)、１９(水) 13：30～14：30

要予約

要予約

こころの相談会 要予約 16：30～19：10５/１０（月)

５/２０(木) 9：00～12：00
予約優先こころのケア相談会

(ストレスチェックと心理カウンセラーの相談)
仁愛大学サテライト　
健康増進課　  (24)2221

※健康診査等を受診される場合は保険証をご持参ください。
※対象者には4月以降に案内を送付します。平日の都合がつかない人は、日祝日検診もご利用ください。

王子保公民館

うすずみ会館

社会福祉センター（要予約）

健康診査、がん検診の日程 年に一度のチャンスです。健診を受けましょう！

受付時間 9:00～10:30 13:00～14:30 8:30～10:30 9:00～11:00

日時 曜日 会場 健康診査、肺・大腸・前立腺がん 胃がん 子宮・乳がん
乳は要予約定員40人

歯

４月29日

５月12日

５月13日

５月20日

５月21日

５月27日

５月28日

５月30日

祝

水

木

木

金

木

金

日

うすずみ会館

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ ○

○

○

13:00～14:00

(9:00～10:00)

４/２３(金)、５/７(金)、１４(金)

○○

申込・問合先　保険年金課　　(２２)３００２
　今立総合支所市民福祉課　　(４３)７８１２

国民健康保険、後期高齢者医療制度加入の方に

国民健康保険　人間ドック 長寿いきいきドック

対象者
３０歳以上７５歳未満の国民健康保険加入者
（※国民健康保険税を完納している世帯のみ）

後期高齢者医療制度加入者
（※保険料を完納している方のみ）

ドックの種類 　１日ドック　　１日ドック＋脳ドック 　２日ドック　  ２日ドック＋脳ドック　※脳ドック単独の助成はありません。

助成金額 　一律　３０,０００円　※受診当日、料金から助成金（３万円）を差し引いた額を、医療機関に支払ってください。

助成定員 300人 30人

受付期間 ５月６日(木)～平成２３年３月３１日(木)　※定員になりしだい締切

受診できる
医療機関

武生医師会に所属する医療機関、公立丹南病院、福井県立病院、福井県済生会病院、福井赤十字病院

申込方法

市の窓口で定員残数を確認後、医療機関で受診希望日を予約し、次のものを持って市へ申し込んでください。

・印鑑　　・国民健康保険被保険者証
・特定健診受診券（４０歳以上の方）

・印鑑　　・後期高齢者医療被保険者証
・健康診査受診券

注意事項 特定健診との併用（二重受診）はできません。 健康診査との併用（二重受診）はできません。

ドック事業名

（医療機関によって受診できないドックもあります。詳しくは医療機関に直接問い合わせてください。）

王子保公民館

北日野公民館

北日野公民館

コミュニティーセンター柳荘(要予約)

○

(9:00～10:00)

１歳６カ月児健康診査 ４/２７(火) 13：30～14：30

４/２５(日) 13：10～13：30要予約

○

み
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報
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●市民相談電話�
　　(２２)１１２２�

　毎週月～金曜日�
　午前８時半～午後５時半�

▼提案箱へ�

・市役所・今立総合支所・各公民館・図書館�

▼ファックスで�

　FAX(２４)３３０７�

▼電子メールで�
　koutyou@city.echizen.lg.jp�

�

休日診療について�
　０１２０(２４)４８９４�

行政相談�
・福祉健康センター�

　　(２５)８８００�
　第１・３月曜日　午後１時半～４時�

・社会福祉センター(今立)�

　　(４３)８８８８�
　第２水曜日　午後１時半～４時�

人権相談�
・福井地方法務局　武生支局(新町)�

　　(２２)０１９４�
　月～金曜日　午前８時半～午後５時15分�

・福祉健康センター(府中一丁目)�
　　(２５)８８００�
　第３金曜日　午前９時～正午�
�

法律相談�
(電話での相談、受け付けはできません)

・社会福祉協議会武生事務所�

　福祉健康センター　　(２２)８５００�
　第１・３木曜日　午前９時半～正午�
　午前８時半から受付(定員10人)

消費生活相談�
・消費者センター(センチュリープラザ)�
　　(２２)３７７３�
　月～金曜日　午前８時半～午後５時�

結婚相談�
・生涯学習センター(府中一丁目)�

　　(２２)３００５　�
　第１・２・３水曜日　午後１時～４時�
　第４土曜日(本人のみ)　午後１時～４時�
・社会福祉センター(今立)�

　　(４３)８８８８�
　第１・３水曜日　午後１時半～４時�

男女平等オンブッド相談�
　性差などによる悩み相談�

・男女共同参画室（福祉健康センター）�

　　(２２)３６６８�

　毎週月～金曜日　毎月第１土曜日�

　(第１土曜日に限り予約が必要)�

　午前９時～午後５時�

※労働相談(要予約)�
毎月第１土曜日　午後１時～４時�

電子メールアドレス�

ombud@city.echizen. lg.jp

女性相談�
・家庭児童相談室　　(２２)３６２８�
　水曜日　午前９時～午後５時半�

家庭児童相談・ひとり親家庭相談�
・家庭児童相談室　　(２２)３６２８　　�
　月～金曜日　午前８時半～午後５時半�

児童養護に関する相談�
　(緊急の場合は夜間でも受け付けます)

・児童家庭支援センターたけふ「ポケット」�

　　(２２)３０７７�
　毎日　午前９時～午後５時半�

子育て相談�
(地域子育て支援センター)

・ＮＰＯ法人 子どもセンター�

　「ピノキオ」(福祉健康センター)�

　　(２３)８２１１�
　毎日(休日も)　午前９時～午後５時�

・「フォルマシオーン」(国高保育園内)�

　　(２３)６３１８�
　月～金曜日　午前９時～午後５時�

・「いまだて」(社会福祉センター内)�

　　(４２)２５１１�
　月～金曜日�
　午前９時～午後５時�

健康相談�
・健康増進課　　(２４)２２２１�

　月～金曜日　午前８時半～午後５時半�

　夜間、子どもの急病時に、すぐに病院に�
　行ったほうが良いのか、翌朝まで様子を�

　みて良いのか迷ったときに、小児科医が�

　電話でアドバイスします。

　　＃８０００(短縮ダイヤル)�

　　０７７６(２５)９９５５�

　毎日　午後７時～11時�

こどもの人権110番(全国共通)
　０１２０(００７)１１０�
月～金曜日　午前８時半～午後５時15分�

ヤングテレフォン�
　(２３)６６９９�

月～金曜日　午前８時半～午後５時半�

心配ごと相談�
・社会福祉協議会武生事務所�

　(福祉健康センター)　　(２２)８５００�
　火曜日　午後１時半～４時�

こころの健康相談(要予約)
・丹南健康福祉センター(　江市水落町)�

　　(５１)００３４�

　午後１時半～４時半　第１・３木曜日�

若年無業者(ニート)や�
引きこもり者の相談、支援�
・ふくい若者サポートステーション�

　　０７７６(２１)０３１１�

　月～金曜日　午前10時～午後６時�

賃金や解雇、労働時間など、労働者�
個人と使用者とのトラブルの仲介�
・福井県労働委員会�

　　０７７６(２０)０５９７�
　月～金曜日　午前８時半～午後５時半�

若者の就職に関するカウンセリング�
　毎月第１月曜日　午後１時～５時�
　※３日前までに予約が必要�

・地域職業訓練センター(高瀬一丁目)�

　　(２３)６８５５�

無� 料� 相� 談�

　どこに電話すればいいのか

わからない場合は、こちらへ

問い合わせてください。�

市政への意見や提案を�
お待ちしています�

※相談日が祝日と重なる場合は、相談を行いませんので注意してください。�
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砺波市へ行ってみよう！

会場 砺波チューリップ公園ほか
JR砺波駅下車、徒歩１５分(無料シャトルバス　５分)

北陸自動車道砺波I.Cから５分

　５００品種、１００万本のチュー

リップが咲き誇り、期間中は多彩

なイベントが開催されます。

　ぜひ一度足を運んでみてはい

かがでしょうか。

入場料　大人(高校生以上)　１,０００円

　　　　小人(小中学生)　  　 ３００円

　　　　小学生未満　　　　　  無料

　　　　シニア(65歳以上)　　８００円

問合先　砺波市商工観光課  　 ０７６３(３３)１１１１　　　

証明書の交付は自動交付機が便利です

　「たんなんカード」に暗証番号を登録することで、自動交

付機から証明書の交付が受けられます。

　申請書の記入が不要で、待ち時間も少なく、土日・時間

外も利用できて便利ですので、ぜひご利用ください。

　暗証番号の登録は、平日の午前８時半～午後５時まで、

市民課および今立総合支所市民福祉課窓口でできます。

※申請は本人に限ります。「たんなんカード」と、免許書な

　ど官公庁発行の写真付き身分証明書が必要です。

問合先　市民課　　(２２)３００１

　　　　今立総合支所市民福祉課　　(４３)７８１２

利用時間　【平日】　 午前９時～午後７時

　　　　　【土・日】  午前９時～午後５時

　　　　　　　　　※祝日、振替休日は休止します。

設置場所　丹南地域に設置された自動交付機

ゴールデンウィーク前後の自動交付機証明（○ 稼動　× 停止）

４/
 24(土) 25(日) 29(祝)

５/
 １(土) ２(日) ３(祝) ４(祝) ５(祝)

住民票・印鑑証明
外国人記載事項

証明書の種類

　４月より、市社会福祉センター(今立)トレーニングルー

ムの運営受託者が変わり、「ルネッス越前花がたみの郷」

として新たにスタートしました。

　丹南にスポーツクラブを２店舗展開している「ルネッス

越前」「ルネッス鯖江」と連携し、皆さんの健康づくりのサ

ポートを強化します。

新サービスメニュー続々発表
最新の「体組成計」で、体脂肪量・筋肉量・骨量の

バランスをチェックできるプログラム

『有酸素マシン』や『乗るだけダイエットマシン』など、

人気の楽しいスタジオプログラム

営業時間　平日　午前１０時～午後９時

　　　　　土曜　午前１０時～午後６時

定休日　　日曜日・祝日

住所　　　杉尾町１－２７－１

問合先　　ルネッス越前花がたみの郷　　(４３)８８８０

　　　　

４月から、さらに６施設がサービス開始！

施設予約の電子化　さらに拡充
問合先　情報統計課　　(２２)３０６１

　インターネット予約の対応施設が、２２カ所になりました。

　ふくe－ねっと施設予約システムを使用して、インターネッ

トから施設予約ができます。

　今後さらに対応施設を増やす計画です。

４月から新たに予約開始となった施設

・大虫公民館＆体育館　　・王子保公民館

・北日野公民館＆体育館　・北日野小学校ナイター

すでに対応している施設
・生涯学習センター　・東公民館

・花筐公民館　　　　・青年センター

・職業訓練センター　・福祉健康センター

・文化センター　　　・テニスコート (６カ所 )

・粟田部体育館　　    ・今立ふれあいプラザ

・今立中央公園多目的広場＆南越中学校ナイター

と　き　４月２０日(火)、２７日(火)

　　　　　  ２８日(水)、３０日(金)

            ５月１８日(火)

　　　　午後８時まで

４月の納税 人 口

【３月１日現在】

　85,713人

  　 2,736人

　41,871人

  　 1,286人

　43,842人

  　 1,450人

28,577世帯

   1,966世帯

(-13)

 (+10)

(-26)

(+ 2)

(+13)

 (+ 8)

(- 6)

(+ 4)

◆総人口

　　内外国人

◆男

　　内外国人

◆女

　　内外国人

◆世帯数

　　内外国人

・固定資産税　　　⇒１期

   納期限４月３０日(金)

(  )内は先月比

・４月２０日～２６日 「越前市広報４月号からの情報紹介」

〈月～金〉午前９時～１５分、午後１時～１５分　

〈土・日〉午前７時～１５分、午後５時半～４５分

放送日放送日

問合先　たんなん夢レディオ　　(５３)２５６２

 ※毎週月曜日更新

越前市民ふれあい通信

FM79.1MHz

～４月の放送内容～

FMラジオ『たんなん夢レディオ』
から越前市の情報発信！

周波数

と　き　４月２５日(日)

　　　　午前９時～午後４時

ところ　いずれも納税課

夜間納税相談日

休日納税相談日

各種 税証明
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※越前市広報は、資源保護のために再生紙を使用しています。
　資源として活用できますので、リサイクルにご協力ください。

※越前市は環境マネージメントシステム
　ISO14001自己適合宣言を行っています。


